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は

じ

め

に

　
第
｝

次
世
界
大

戦
直
前
の
一

九
一

四
年
四

月
二

二

日
、

当
時．
フ

ラ

ン

ス

銀
行
経
済
研
究
部
次
長
で

あ
っ

た

ガ
ス

ト

ン

・

ル

ロ

ー
（

O
霧
8
昌

閖
。

口

7

一

＄
⊆
）

は
、

パ

リ

統
計
協
会
の

メ

ン

バ

ー

を
前
に

し
て

、

「

フ

ラ

ン

ス

に

お

　
　
　
　
（
1
）

け
る

通

貨
流
通
」

と
題
す
る
誠
に

興
味
深
い

報
告
を
行
っ

た
。

通

貨
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2

）

を

「

静
態
的
視
点
か
ら
で
は
な
く

、

動
態
的
視
点
か
ら
」

検
討
し
た
い

と

考
え
た

ル

ロ

ー

は
、

こ

の

報
告
に

お
い

て、

彼
自
身
が
整
理

・

作
製
し
た

オ

リ
ジ
ナ

ル

な

通

貨
統
講
を
提
出
し

た
が

、

そ
れ
は

、

一

九
〇
八

年
か

ら

一

九
一

二

年
に

お
け
る
フ

ラ
ン

ス

銀
行
添
支
店
窓
口

と
各
県
の

流
邇
過
程

と
の

間
の

通
貨
流
出
入
に

関
す
る

統
計
で

あ
っ

た
。

こ

の

統
計
（

以
下

、

「

ル

ロ

ー

の

統
計
」

と
略
称
す
る
）

は

以
下
の

特
徴
を
持
っ

て
い

る
。

ω

ヘ

　
　
ヘ

　
　

へ
　　
う

　

も
　　
も

　
　
へ

各
県
別
の

デ
ー

タ

を

提
供
し
て

い

る
。

通
貨
統−
計
は

通

常
は
一
−
国
単
位
の

規
模
で

提
出
さ
れ
て
い

る
が

、

ル

ロ

ー
の

統
計
は

全
国
的
規
模
に
お
い

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
へ

統
一

的
な

基
準
で

作
製
さ

れ
た

県
別
の

デ

ー
タ

で

あ
る

。

 
通

貨
の

種
類

へ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　　
　
　

　
　　　

別
（

高
額
紙
幣
・

小
額
紙
幣
・

金
貨
・

銀
貨
）

の

統
計
で

あ
る

。

恟
ス

ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
ヘ

　

　
ヘ

ッ

ク
で

は
な

く、

通
貨
の

流
通

量
（

フ

ロ

i
）

に

関
す
る
統

計
で

あ
る

。

当

時
の

通
貨
統
計
は
一

定
時
点
に
お

け
る
ス

ト
ッ

ク

を
対
象
と
す
る
の

が

通
例
で

あ
っ

た
が

、

ル

ロ

ー
の

統
計
は

、

フ

ラ
ン

ス

銀
行
と
い

う
一

金
融

機
関
の

、

し
か

も
同
行
の

窓
口

を
通

過
し
た

総

流
通
量
で

は
な

く
出
納
の

差
額
に
す

蟹
な
い

と

は
い

え
、

通

貨
移
動
の

統
訴
と

し
て

侮
に

類
例
を

み

（

3
）

な
い

。

　
従
来、

絶
え
て

注
目
さ

れ
る
こ

と
の

な

か
っ

た

こ

の

統
計
は

、

か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
う

　
　
ヘ

　
　

ヘ
　
　
へ

理
由
か
ら、

第
一

次
大
戦
前
の

フ

ラ
ン

ス

に

お
け
る
通
貨
の

地
理
的
移
動

（

H
循
環
）

を
明
ら
か
に

す
る

唯
一

の

史
料
と
な
っ

て

い

る
。

以
下

、

こ

の

統
計−
の

分
析
と
解

墾
試
み
よ
う

。
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過
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フ
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銀
行
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支
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、
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一

九
〇
八

年
−
一

九

＝
一

年
）

を
通

じ
て

、

流
入
し

た

通
貨
の

額
よ

り
も

大
き
け
れ
ば、

そ

の

通
貨
に

つ

い

て

は

 
、

小
さ

け
れ
ば

0
で

表
わ
さ
れ
る

。

　
例
え
ば、

パ

リ
の

あ
る
セ

ー

ヌ

Gり
 

写
Φ

県
（

表
1
の

最
上

毀
）

は
、

す
べ

て

の

通

貨
種
類
に

お
い

て

 
を

記
録
し
て

い

る
か

ら
、

第
ー
グ
ル

ー

プ
の

他
の

諸
県
と

同
様、

四

種
の

通

貨
す
べ

て
に

つ

い

て
、

同

県
の

フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

か

ら
洗
出
し

た

額
の

カ
が
窓
匚

に

流
入
し
た
額
よ

め

も
★

で

あ
っ

た
o

逆
に
、

セ

ー

ヌ

匪
工

目
オ

ワ

ー

ズ

Qo
魚
μ
 −
鶉−
O
解
Φ

県
（

表

1
の

最
下
段
）

で

は
四

種
の

通
貨
と

も
の
で

あ
る

か

ら
、

第
岡
グ
ル

ー
プ

の

他
の

諸
県
と
岡
様、

す
べ

て

の

通

貨
種
獺
に
お
い

て
、

窓
口

に

流
入
し

た

額
の

総
計
は
流
出
し
た

額
の

総
計
よ
り
も
大
で

あ
っ

た
。

　
パ

リ

市
郊
外
ア
ニ

エ

ー
ル

（

〉
。・

己

鮮
 

。。

）

に

あ
る

フ

ラ

ン

ス

銀
行
史
料

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
4
）

部
に

、

ル

ロ

ー

自
身
の

手
に

な
る
と

思
わ
れ
る
報

告
準
備
史
料
が

残
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

史
料
は

、

ル

ロ

ー

の

統
計
が
い

か
な
る

手
続
で

作
製
さ

れ

た

の

か、

そ
の

過
程
を
知
る
た

め
の

手
懸
り
を

与
え
て

く
れ
る

。

そ

も
そ

も
、

あ
る

支
店
の

通

貨
保
有

額
の

変
動
は、

目D
同
銀
行
内
部
の

本
支
店
間

の

通

貨
移
動
と、

励
外

部
と
の

取
引
に
よ
っ

て

生
⊃

る

窓
口

を
経
過
す
る

通

貨
の

流
出
入
と
に
よ
っ

て

起
こ

さ
れ
る

。

そ

こ

で
、

同
典
料
に

よ
る
と

、

ル

ロ

ー

は
、

ま
ず

各
支
店
に

お
け
る

各
通

貨
種
類
（

例
え

ば
金
賀
）

の
一

九
〇
八

年
年
初
に

お
け
る

保
有
額
を
求
め、

こ

れ
に
、

一

九
〇
八

年
か
ら

一

二

年
ま
で

の

五
力

年
間
に

同
支
店
が

本
店
お
よ

び

他
支
店
か
ら
受
け
た

収
受
額
を
加
え、

同
時
期
に

逆
に

同
支
店
か

ら

本
店
お
よ

び
他
支
店
へ

送

付
し

た

額
を
差
し
引
い

た

総
計
 
と、

一

九

＝
一
年
年
末
の

保
有
額
 
を

比
べ

た
の

で

あ
る

。

そ
の

差
額
は、

窓
口

を

経
由
す
る
通

貨
の

流
出
入
に

起

因
す
る

も
の

で

あ
る
か

ら
、

 
ー

個
は

、

各
支
店
と

各
地
の

流
通

過
程

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　

と
の

間
の

通
貨
流
出

入
の

バ

ラ
ン

ス

を

意
昧
し
て

い

る
。

二

　

 

（

通

貨
流
出
）

の

県
の

偏
在

　
ル

ロ

ー
の

統
計
は

．

県
別
デ
ー

タ

を
県

名
ABC

順
匿

並
べ

て

あ
る

だ

け
な
の

で

地

域
間
の

比
較
に

は

適
さ
な
い

。

そ

こ

で、

 
の
の

符
号
を
基

準
に

グ
ル

ー

プ

分
け
を
行
い
、

客
グ
ル

ー

プ
の

経
済
的
特
微
を
そ

の

後
の

（222）　 4
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フ ラ ン ス 銀行 ・ 各県流通過程間の 通貨流出入

　　　 一 表 1 に基づ く地域イ匕一

S−
IMES

F

E
三閥

c。
三

県 グ ル ープ

分
析
の

出
発
点
と

す

る
。

こ

こ

で

の

グ
ル

ー

プ

分
け
は、

各
通

貨
種
類
ご
と
に

で

き

る
か

ぎ
り

ω
臼
の

符

号
を
揃
え
て、

 

の

の

配
列
が

同
じ

県
を

集
め
る
こ

と
が

原
則

　
　
（

6
）

で

あ
る

（

各
グ
ル

ー

プ

内
で

は
「

総
計
」

の

大
小
の

順
に

並
べ

ら
れ
て

い

る
）

。

か

か

る

清
報

整
理
の

結
果

が

表
1
で
あ
り

、

そ

れ
を

視
覚
化
し
た

も

の

が
図
1
で

あ
る

。

　
　

（
7）

全
八
六

県
の

う
ち

、

ω
の
を

完
全
に
一

致
　

の

　
　
　

　
　
　
　
　
　

22

さ
せ

る

と
全
部
で

二

　

（

　
　
　

　
　
　
　
　
　

5

0
組
で

き
る

が
、

後
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の

分
析
に

は

煩
瑣
に

過
ぎ
る
の

で
、

「

総
計
」 、

「

高

額
紙
幣

」

（

一

〇
〇
〇

F
。

五

〇
〇
F
）

、

「

小

額
紙
幣
」

（

一

〇
〇

〇
F
・

五

〇
〇
F
）

の

項
を
優

先
し

て

揃
え、

少
数
派
は

符
号
の

配
列
が

似
て

い

る

グ
ル

ー
プ
に

併
合
し

た
。

こ

の

表
と

図
か
ら、

以
下
の

こ

と

が

わ
か
る

。

　

ω

「

総
計
」

（

ゴ
PO

く
Φ

琶
Φ

貸
冖

け

O
け

P一
）

の

項
で

ω
の

県
は、

第
工

か
ら
第

鋤
の

グ
ル

ー

プ
に

属
す
る…
。

五

県
で

あ
り、

O
の

県
は

残
り
の

第
〉
か
ら

第
嬲

の

グ
ル

ー

プ
に

属
す
る

六
一

県
で

あ
る

。

つ

ま
り、

フ

ラ

ン

ス

本
国

八
六
県
の

う
ち、

わ
ず
か
二

九
％
の

県
に

お
い

て

フ

ラ

ン

ス

銀
行
支
店
の

窓
口

か
ら
通

貨
が
バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

流
通

過
程
に

流
出
し、

残
り
の

七

一

％
の

県
に

お
い

て

は
逆
に

フ

ラ

ン

ス

銀
行
支
店
の

窓
口

に

通

貨
が
バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

流
通
過
程
か
ら
流
入
し
て

い

る
。

　

 
「

総
計
」

が

絶
対
額
で
一

〇
〇
〇

万
F
（

フ

ラ

ン
、

以
下
同

様
）

以

上
の

集
は

収
支
の

均
衡
が

破
れ
て

い

る
と

考
え
る

と、

ω
の

県
の

う
ち
一

〇
〇

〇
万
F
以
上
の

県
は
一

二

県
で
あ

り
、

こ

の

中
に
は

六
億
F
以
上
の

セ

！

ヌ

県
、

一

億
二

〇
〇
〇

万
F
以
上
の

ノ

ー

ル

Zo

凱

県
な
ど
の

代
表

的
な

商｝
∴

業
県
が

含
ま
れ
て

い

る
。

こ

れ
ら

ご
｝

膿
の

う
ち

、

商
滋

業
が

発
達
し
て

い

な
い

県
は、

南
フ

ラ

ン

ス

の

葡
萄
生
産
県
の

ガ
ー

ル

O
錠
q

県
だ

け
で

あ
り、

ほ
と
ん

ど
唯
一

の

例
外
と
な
っ

て

い

る
。

そ
の

結
果

、

重

要
な
一

二

の

通

貨
流
出
県
（

以

下、

本
稿
に

お
い

て

は
、

通
貨
が
フ

ラ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ゆ
　

　も

ン

ス

銀
行
窓
口

か
ら
バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

流
遣
過

程
へ

と
流

出
し
て

い

る

県
を、

こ

の

よ
う
に

呼
ぶ
）

は、

そ

の

多
く
が
パ

リ
と
ベ

ル

フ

ォ

ー

ル

ゆ
 

罵
〇

二

を
結
ぶ

線
の

北

側
（

フ

ラ

ン

ス

東
北
部
）

に

集
中
し

、

そ

の

南
側

に

は
わ
ず
か
三

県
（

ジ
ロ

ン

ド

○

跨
o

巳
 

県、

ロ

ー
ヌ

国
70

口
。

県、

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　〔
8V

ガ

ー
ル

県
）

が
存
在
す
る
の

み

で

あ
る

。

　

箇
同
じ
く
「

総
計
」

の

項
に

お
い

て
、

8
の

グ
ル

ー

プ

（

V
・

W
。

皿

咀
）

の

六
一

県
の

う
ち、

そ
の

額
が
一

〇
〇
〇
万
F
以
上
の

県
は
四
〇
曝

に

も
の

ぼ
幽、

て

い

る
。

こ

れ
ら
の

通

貨
流

入
県
（

以

下、

本
稿
に

お
い

て

は
、

通

貨
が

流
通
過
程
か
ら
バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

へ

も
　

　へ
流
入
し

て

い

る

県
を

、

こ

の

よ
う
に

呼
ぶ
）

の

う
ち、

そ

の

絶
対
額
が

五

〇

〇
〇
万
F
を
越

え
る

県
は
わ

ず
か

に

セ

ー

ヌ

ーー
エ

n
オ

ワ

…

ズ

県
（

第

皿
グ
ル

ー

プ
最

下
段
）

だ

け
で

あ
る
の

に

対
し
て
、

通

貨
流
出

県
で

は
五

県
が
五
〇

〇
〇

万
F
を

越
え
て

い

る
。

従
っ

て
、

バ

ラ

ン

ス

の

う
え

で、

マ

　
　
へ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　ゐ
　　ヘ
　

へ

少

数
の

通

貨
流
出

県
に

お
い

て

フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

か
ら
大
量
に

通
貨
が

　
　

　
　
ヘ

　
　
へ

流
出

し
、

多
数
の

通

貨
流
入
県
に

お
い

て

フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

に

比

較
的

る
　
　
へ

　

　も
　

　

へ

少
額
つ

つ

流
入
し

て

い

る

と
い

う

対
比
が

見
ら

れ
る

。

　

ω

比
較
的
商
工

嚢
が

発
達
し
て
い

る

県
は

、

　
「

総

計
」

が

O
の

県
と

の

の

県
と
に

二

分
さ
れ
る
が、

的
で
あ．
れ

、

の
で

あ

れ
、

ブ

ッ

シ

ュ

ーー
デ
ュ

ロ

ーー

ロ

ー
ヌ

じdo
餌
o
げ
o

弊
伽
彊
−

沁
げ

ひ

口
o

置
猟

（

M
）

L
島

ノー
ゼ

ー

ル

回

描
壇

 

県

（

▽
）

を

除
い

て、

い

ず

れ
も
そ
の

絶
対
額
は
一

〇
〇
〇
万
F
以
上
で

あ

る
。

つ

ま
り．．

商
工

業
が

発
叢
し

た

県
で

は
、

一

般

的
に

ダ
イ

ナ

ミ
ッ

ク

（224） ，6
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な

通
貨
の

動
き
が

見
ら

れ
る

。

　
 
或
る

県
で

は

高
額
紙
幣
は
ω
で

あ
る

が
、

銀
貨
は
O
で
あ

る
と
い

う

よ

う
に、

ひ

と
つ

の

県
で

 
日
の

符
号
が
必
ず
し

も
揃
っ

て
い

な
い

。

す

べ

て

の

通
貨
種
類
で

ω
の

県
（

マ

ル

ヌ

竃
薗

；
Φ

県
を
除
く
第
工

グ
ル

ー

プ
）

は

わ
ず
か
に

七
県
で

あ
り

、

す
べ

て

の

通
貨
種
類
で

の
の

県
（

第
冊

グ
ル

ー
プ
）

は
二

八

県
に

す
ぎ
な
い

。

従
っ

て
、

全
困
八

六
県
の

う

ち
四

一

％
（

三

五

県
）

は
符
号
が

揃
っ

て

い

る

が
、

過
半
数
の

五
九
％
（

五
一

県
）

は

符
号
が
不
揃
い

で

あ
る

。

こ

の

こ

と
は、

県
ご
と
に

、

ま
た

通
貨

種
類
ご
と
に

、

通

貨
の

地

理
的
運

動
形
態
が

異
な
る
こ

と
を
示
唆
し
て

い

る
。

　
で

は、

な
ぜ

、

以
上
の

よ
う
な

現
象
が

見
ら
れ
る
の

だ

ろ
う
か

。

そ
れ

を
説
明
す
る

以
下
の

二

つ

の

仮
説
を
想
定
す
る
こ

と
が
で

き
よ

う
。

　
ω
ω
の

県
の

流
通
過
程
が
膨
張
し

、

通

貨
を
要
求
す
る
一

方
、

9
の

県

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　ヘ
　
　

へ

　
　
も

　
　
ヤ

　
　
へ

　
　

ゐ

の

流
通
過
程
が
（

絶
対
額
の

う
え
で
）

縮
小
じ、

不
必
要
と
な
っ

た

通
貨

を
フ

ラ

ン

ス

銀
行
に

返
却
し
て

い

る
。

　
 
 
の

県
の

流
通
過
程
か
ら
の
の

県
の

流
通

過
程
へ

と
通

貨
が
バ

ラ
ン

ス

の

う
え
で

県
の

間
を
移
動
し
て

い

る
。

す
な

わ
ち
、

通

貨
の

移
動
経
路

と

し
て

、

バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

、

G→
の

県
の
フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

i
↓
の

の

県
の

流
通
過
程
ー
↓
の
の

県
の

流
通

過
程
11
▼

6
の

県
の

フ

ラ

ン

ス

銀

行
窓
口

と
い

う
一

連
の

流
れ

が
存
在
す
る

。

　
　
　

三

　
通

貨
の

県
間

移
動
（

昌
・

地

理

的
循
環
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　り

　
ま

ず
第
【

の

仮
説
を
検
討
し
よ

う
。

筆
者
は
す
で
に
別
稿
に
お
い

て
、

大
蔵
省
通

貨
流
通
調
査
（

一

八
七
八

年
−
一

九
〇
九

年
）

（

以

下、

『

調
査
』

と

略
）

の

統
計
的
分
析
か

ら
、

大
旨、

以
下
の

事
実
を
確
認
し
た

。

ω
｝

八

九
七
年
以

降
、

い

わ
ゆ
る

商
工

業
県
に

お
い

て

銀
行
券
の

流
通
量
は

相

冖
対
的
に

減
少
し
た
の

に

対
し
て

、

農
業
県
に

お
い

て

は
逆
に

相
対
的
に

増

加
し
た

。

 
金
貨
流
通
に

つ

い

て

は
銀
行
券
と

は
ほ
ぼ

正
反

対
の

動
き
を

示
し

、

一

八

九
七
年
（

な
い

し
は
九
一

年
）

以
降

、

工

業
県
に

お
い

て
相

対
的
に

増
加
し
た
の

に

対
し

て
、

農
業
県
に

お
い

て

相
対
的

に

減

少

し

た
。

 
銀
貨
は

景
気
変
動
と

無
関
係
に

恒
常
的
に

商
工
業
県
へ

と
集
中
す

る

傾
向
に

あ
っ

た
。

　
か

か
る

事
実
と
第
一

の

仮
説
を
突
き
合
わ
ぜ

る

と
、

金
属

通
貨
に

つ

い

て

は
一

見
、

整

合
し

て

い

る

か
の

よ
う
に

見
え
る

。

重
要
な

通
貨
流
出

県

の

大
部
分
が
商
工

業
県
で

あ
る
こ

と
は

す
で

に

見
た
が、

商
工

業
興
に
お

け
る

金
属
通
貨
流
通
蠱
の

相
対
的
増
加
（

『

調
査
』

）

と
そ
れ
ら
の

県
の

流

通
過
程
の

膨
張
（

第
一

の

仮
説
）

、

農
業
県
に

お

け
る
金
属
通

貨
の

相
薄
的

減
少
（

『

調
査
』

）

と
そ

れ
ら
の

県
の

流
遇
過
程
の

縮
小
（

第
一

の

仮
説
）

と
は
矛
盾
し

な
い

か

ら
で
あ
る

。

し

か

し
、

さ
ら
に

細
か

く
検
討
す
る
と

問
題
が

な
い

わ
け
で

は
な
い

。

表
1
に

お
い

て、

第
鴨

グ
ル

ー
プ
と

第
田

7　（225）
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ヘ

　
　
ヘ

グ
ル

ー

プ
と
の

相
違
は

、

銀
貨
に
つ

い

て
、

前
者
が
ω
で

あ
る

（

つ

ま

り
、

フ

ラ
ン

ス

銀
行
か
ら
流
出
し

て

い

る
）

の

に

対
し
て

、

後
者
が

8
で

あ
る

（

っ

ま
り、

フ

ラ
ン

ス

銀
行
へ

流
入
し
て
い

る
）

と
こ

ろ
に

あ
る

。

図
1

か
ら

も
わ
か
る
よ

う
に

、

第
W
グ
ル

ー

プ
の

諸
県
は

、

フ

ラ
ン

ス

中
央
部

を

横
断
す
る
形
で

ロ

ワ

ー

ル

河
流
域
に

展

開
し
て

い

る

が
、

『

調
査
』

に

よ

る
と、

こ

れ
ら
第
田

グ
ル

ー

プ

を
構
成
す
る

諸
県
の

大
部
分
は、

他
の

農

業
県
と

同
様
に

銀
貨
流
通
量
を
相
対
的
に

減
少
さ
せ
る

傾
向
に
あ
っ

た
。

す
な
わ

ち、

同
地
域
に

お
い

て

は、

銀
貨
が
フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

か
ら
流

出
し
て

い

る
に

も
か

か
わ
ら
ず

、

銀
賀
流
通
量
が

縮
小
傾
向
に

あ
っ

た

の

で

あ
る

か
ら、

銀
貨
は

同
地
域
に

留
ま
る
の

み
な

ら
ず

、

少
な
く
と
も、

　

　
　

　
　

　
　
も
　
　

も
　　
も
　
　　ゐ
　　
う
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

へ
　　　も

か
な
り
の

部
分
が

他
地
域
へ

も
流
出
し
た
と
考
え

ざ

る

を

得

な
い

。

ま

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ヘ

　
　
へ

た、

こ

の

時
期、

フ

ラ

ン

ス

全
体
の

金
貨
流
通
量

は
急
速
に

増
加
し
て

い

（
10）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
、

　、
　、
　
、

　
、

た
の

で

あ
る
か
ら

、

農
業
県
に

お

け
る

そ
の

相
対
的
減
少
は

必
ず
し
も
流

　

　
　

　
　

　
ヤ
　
　ぬ
　

　
マ

　
　ヘ
　
　

へ

通
過

程
自
体
の

絶
対
的
縮
小
を
意
味
し

て

い

な
い

。

　
さ
ら
に

、

銀
行
券
流
通
に

お
い

て

は
、

第
一

の

仮
説
と

『

調
査
』

の

分

析
結
果
は
明
ら
か
に

矛
盾
し
て

い

る
。

銀
行
券
流

通
残
高
は
一

九

C
七

年

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

UV

か
ら

＝
一

年
に

か
け
て

年
平
均
一

億
四
五

〇
万
F
増
加
し
て

い

た

が
、

さ

き
に

兇゚
た
よ

う
に

「

調
査
」

の

分
析
に

よ
る
と、

農
業
県
に

お
い

て

銀
行

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
る

　
　
モ

券
流
通
量
は

商
工

業
県
以
上
に

増
加
し
て

い

た

の

で

あ
る

か
ら

、

農
業
県

へ
　

　

て
　

　

ぬ
　

　

へ
　

　

て

　
　

お
　

　
へ
　

　あ
　

　
あ
　

　

へ
　

　

ぬ
　

　

ヵ

に

お
け
る

銀
行
券
の

流
通

過
程
は

、

第
一

の

仮
説

（

9
の

県
に

お

け
る

縮

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
へ

　
　
も

　
　ヘ
　
　ヘ
　
　へ

小
）

と
は
反

対
に

、

実
は
こ

の

時
期

、

急
速
に

膨
張
し
て

い

た
の

で
あ
る

。

従
っ

て
、

こ

れ
ら
の

県
に

お
け
る
銀
行
券
の

流
通
増
加
分
と
フ

ラ

ン

ス

銀

行
へ

の

返

却
分
は
い

ず
こ

か
ら
か

捕
わ
れ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い

が
、

わ
れ

わ

れ
は
そ
の

供
給
源
を
の
の

県
の

外
（

す
な
わ
ち、

ω
の

県
）

に

想
定
せ

ざ
る

を
え
な
い

。

そ

れ
が

第
二

の

仮
説

、

つ

ま
り

、

通
貴
の

地
理
的
移
勸

で

あ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　
　
あ

　
　
し

　
　
ヨ

　
　
う

　
こ

の

第
二

の

仮
説
に

よ

る
と

、

通

貨
（

特
に

銀
行
券
）

は
、

バ

ラ

ン

ス

の

ろ
　
　へ
　

　

た

う
え
で

、

e
の

県
の

フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
ロ

ー
↓
ω
の

県
の

流
通

過
程

↓

O
の

県
の

流
通
過
程
i
↓
0
の

県
の

フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

と
い

う
一

連
の

経
路
を
経
た

後
、

フ

ラ
ン

ス

銀
行
内
部
に

お
け
る

、

い

わ
ゆ
る

「

行
内
資

金
平
衡
化
」

機
能
に

よ
っ

て
、

O
の

県
の

支
店
か
ら

 
の

県
の

支
店
へ

と

（

直
接
、

な
い

し

は
、

パ

リ

本
店
を

経

由
し
て
）

輸
送
さ

れ
る

こ

と
に

な

（

12）
る

。

か
か
る
通

貨
の

地
理
的
循
環
と
い

う

視
角
か
ら

表
1
と

図
1
を
再
検

討
す
る

と
、

次
の

四
点
を

指

摘
す
る
こ

と

が
で

き
よ

う
。

　

ω
「

総
計
」

が

 
五

〇

〇
〇

万
F
以
上
の

大
通
貨
流
出
県
は
（

周
囲
に

運
貨
流
出
県
が

集
中
し
て

い

る
ノ

ー

ル

県
と
ム

ル

ト

目
工

測
モ

ー

ゼ

ル

鼠
Φ

萼
甚
 

あ

学

蜜
8
 

に
o

県
を

除
い

て
）

す
べ

て

の

通
貨
種

類
を
フ

ラ

γ

ス

銀
行
に

返

却
し

て

い

る

県
（

第
W
グ
ル

ー

プ
）

に
よ
沸、

て

斷
ま
れ
て

い

る
こ

と

が

多
い

。

と
く
に
、

最
大
の

逓
貨
流
出
県
で

あ
る
セ

ー

ヌ

県
の

西

と

南
に

は

第
羅

グ
ル

ー

プ
の

十
県
か

ら
な

る
一

大
ブ
ロ

ッ

ク
が

形

成
さ
れ

（226）　 8
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通貨の地理的循環

て

い

る
こ

と
が

注
目
さ
れ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

或
る
特
定
の

県
に

あ
る
フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

か
ら
出
た

大
量
の

通

貨
（

銀
行
券
の

み
な
ら
ず

、

金
属

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ヤ

　
　ヘ
　
　
へ

通
貨
も

）

は
そ
の

県
内
に

留
ま
る

以
外
に

近
隣
の

諸
県
へ

も
移
動
し
て

い

る
こ

と

を
よ

く
表
わ
し
て

い

る
。

　
 
表
1
の

ω
の
合
計
の

欄
を
見
る
と、

そ

の

絶
対
嫡
の

大
蠹
さ

は
銀
行

券
・

金
貨

・

銀
貨
の

順
に
な
っ

て

い

る

（

た

だ
し、

8
の

金
貨
と
銀
貨
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
（
13
）

絶
対
値
の

大
き
さ
は
逆
転
し
て

い

る
）

。

こ

の

こ

と

は
、

遠
隔
地
問
の

取
引

の

決
済
手
段
と
し
て

、

銀
行
券
が

最
も
重

要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り

、

重
量
の

大
き
い

金

属
通
貨
は
重

量
の

小
さ
い

銀
行
券
と
比
べ

て

移
動
の

程

度
が

低
い

こ

と
を

示
し
て

い

る
。

　
幗
第
工

か

ら
第
W
ま
で

の

グ
ル

ー

プ
を

通
貨
流
出
県
と
す
る

と
、

図
1

か
ら

、

そ

の

地
理

的
分
布
に

お
い

て

二

大
グ
ル

ー

プ

が

存
在
す
る

こ

と
が

わ
か
る

。

第
一

は、

ノ

ー

ル

県
か

ら
ベ

ル

フ

ォ

ー

ル

ま
で
、

ベ

ル

ギ
ー
と

ド

イ
ツ

国
境
沿
い

の

商
工

業
が

発
達
し
た

諸
県
で

あ
り

、

そ

れ
ら
の

「

総

計
」

の

項
は、

多
く
の

場
合
　

○

○
○
万
F
を
越
え
て
い

る
の

で
、

こ

の

地

域
か

ら
多
額
の

通
貨
が
他
地

域
へ

と
移
動
し
て

い

る
と
い

え
る

。

第
二

は、

地

中
海
沿
岸
の

葡
萄
お
よ
び

商
品
作
物
栽
培
藥
で

あ
る

が、

ガ
ー

ル

県
を

除
い

て

「

総
計
」

の

額
は

僅
少
で

あ
る
の

で
、

通
貨
の

（

年
間
を

通

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
（
14
）

じ
て

の
）

流
出
入
の

バ

ラ
ン

ス

は

比
較
的
良
く
均
衡
し
て

い

る
。

．

　
園

第
呱

と

第
田

グ
ル

…
プ
を

区
別
す
る
主
要
な
指
標
は

、

前
者
に

お
い

て

銀
貨
は

流
出
（

ω
）

し
て

い

る

の

に

対
し
て
、

後
者
に

お
い

て

は
流
入

（

の
）

し
て

い

る
点
に
あ
る

。

図
1
を
見
る

と
、

第
W
グ
ル

ー

プ

を
構
成

す
る

県
の

圧
倒
的
多
数
は
ロ

ワ

…

ル

河
流
域
に
、

パ

リ
か
ら

最
短
距

離
二

〇
〇
 

、

最
高
距
離
四
〇
〇
 

の

帯
状
の

地
域
に

広
が
っ

て

い

る
。

四

農
村

と

都
市
と
の

間
の

交
易
条
件

　
で

は
、

な
ぜ
、

か
か
る

通

賀
の

地

理
的
循
環
（

11
恒
常
的
な
梨

聞
移

動
）

が
見
ら
れ
た
の

で

あ
ろ
う
か

。

そ

の

理
由
を

検
討
す
る
に

あ
た
っ

て
、

ω

の

県
と

O
の

県
と
の

間
で

起
こ

る

財
・

サ

ー

ビ

ス

の

県

間
移
動
の

バ

ラ

ン

　
　
へ

　

　
も
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　　
ヘ
　

　

ヘ
　

　

ヘ

　
　ヘ
　
　ヘ
　

　ヘ

ス

が
ゼ

ロ

の

場
合
と
ゼ

ロ

で

は
な
い

場
合
の

こ

通
り
の

状
況
に

分
け
て

考

え
る

こ

と
に

す
る
。

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　ヘ
　

　ヘ
　
　カ
　

　
ヘ
　

　　
ヘ
　

　
　マ
　

　
　ヤ

　
ま
ず

、

財
・

サ

…
ビ

ス

の

県
間
移
勁
の
バ

ラ

ン

ス

が

不

均

衡
で

あ
る

（

1ー
ゼ

ロ

で

は

な
い
）

と

仮
定
し
よ

う
。

ル

ロ

 
の

統

計
に

よ
る
と

、

ω

の

県

（

主
と
し
て

セ

ー

ヌ

県
と

東
北
困
境
沿
い

の

工

業
県
）

か
ら

の
の

県

（

広
範
に

広
が
る

農
業
地
域
と
パ

リ

周
辺
の

工

業
県
）

へ

と、

通

貨
（

特

に

銀
行
券
）

は

流
通
過
程
を
絡
由
し

て
バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

移
動
し
て

い

る
の

で

あ
る
か
ら

、

こ

の

仮
定
の

場
合、

の
の

県
と
6
の

県
と
の

間
の

財

・

サ
ー

ビ

ス

の

県
間
バ

ラ

ン

ス

が
ω
の

県
側
の

赤
字
で

あ
る
た
め、

す

な

わ
ち、

財
・

サ

ー

ビ

ス

の

移
動
は
「

 
の

県
専
8
の

県
鳳

よ
り
も
「

の
の

県
↓
 
の

県
」

の

方
が
大
き
か
っ

た

た

め
、

そ

の

差
額
を

精
算
す
る
必

要

9　（227）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Soolo −Eoonomlo 　Hlstory 　Soolety

か

ら
通
貨
が

 
の

県
か
ら
O
の

県
へ

と
移
動
し
た

こ

と

を
意

味
す
る
。

　
と
こ

ろ
で、

財
・

サ

ー

ビ

ス

の

バ

ラ
ン

ス

を

各
県
ご
と

に
知
る

に

は
、

県
外
か
ら
の

移
入
額
と

県
外
へ

の

移
出

額
を

求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か

し
、

県
レ

ベ

ル

で

の

経
済
計
算
（

8
ヨ

讐
窃
翫

魯
舘
審
目
 ・
訴
9

轟
）

は、

二
、

三
の

環
に

つ

い

て

現
代
を

対
象
に
し
て

試
み
ら
れ
て
い

る
に

す

（
15）

ぎ
ず

、

第
一

次
大
戦
前
に

つ

い

て

は
統
計
の

不
備
と
い

う
点
で

極
め
て

困

難
で

あ

ろ
う

。

従
っ

て
、

こ

の

第
一

の

仮
定
を
直
接

的
に

統

計
で

そ

の

真

偽
に

つ

い

て

検
証
す
る

こ

と
は
不

可
能
と

思
わ
れ
る

。

　
だ
が

、

こ

こ

で、

表
1
に

お
い

て

「

総
計
」

が
臼→
の

県
の

主、
要
な

部
分

は

代
表
的
な
工

業
県
か

ら

成
り、

逆
に

大
部
分
の

農
業
県
は
「

総
計
」

が

　
　

（
16
）

O
で

あ
る

と
こ

ろ

か
ら

、

間
接
的
で

は
あ
る
が、

ひ

と
つ

の

有
力
な

手
懸

り
が

存
在
す
る

。

そ
れ
は

、

農
村
と

都
市
と
の

闇
の

交
易

条
件
で

あ
る

。

農
村
と

（

工

業
）

都
市
と
の

間
の

交
易
条
件

（

9
同

ヨ

霧

山、
吟
7

霽
αq
 

幽

三
曾
一

Φ

喟

蹉
）

は
「

工

業
製
品
価
格
に

よ
っ

て

農
業
生
産

物
価
格
を

測
っ

　
（
17）

た

も
の
」 、

つ

ま
り、

「

農
業
生
産
物
価

格
（

指
数
）

÷

工

業
製
品
価

格
（

指

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
18）

数
）

」

で

表
わ
さ
れ
る
。

こ

の

交
易
条
件
こ

そ
、

「

農
業
の

進
歩
」

・
「

農
村
の

　
　

　
（
19）

真
の

購
買
力
」

を
測
る
基

準
と

さ
れ

、

レ

ヴ
ィ

“
ル

ポ

イ

エ

（

竃’
い
伽

く

で

り
ゆ

げ

o
団

奠
）

や
マ

ル

ク
セ

フ

ス

キ

i
（

旨

鼠
碧
自
o

朔
ω

賦
）

ら
に

よ
っ

て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〔
20冒

分
析
の

用

具
と

し
て

使
用
さ

れ
て

い

る
。

レ

ヴ
ィ

眄
ル

ポ

ワ

イ
エ

が

提
出

し
た

統
計
に

よ
る
と、

こ

の

交
易

条
件
は

、

一

九
鍬
紀
の

最

初
の

八

〇
年

聞
、

ほ
ぼ

農
村
に

有
利
化
す
る

傾
向
に

あ

り
（

農

村
の

繁
栄
）

、

一

八
八

二

年
に

は
冖

九
世
紀
中
の

最
高
点
（

指
数
で

は
一

〇
一

。

以

下
同
様
）

に

達

し
た
が

、

「

大
不

況
」

は

農
村
に

お
い

て

よ

り
深
刻
で

あ
り

、

岡
年
を
境
に

低
落
傾
向
に

移
り、
　一

九
〇

〇
年
に

は
最
ド

点
（

八
五
）

を
記
録
す
る

。

し
か
し

、

そ

の

後
、

上

昇
（

有
利
化
）

傾
向
に

転
じ
た

た

め
に

、

ル

ロ

ー
の

統
計
が

対
象
と
し
て

い

た
一

九
〇
八

年
（

九
二
）

か
ら
一

九
一
一
一
年
（

九

九
）

は、

こ

の

交
易
条
件
が

農
村
に

と
っ

て

有
利

化
し
て

い

た

時
期
に

当

（
21）る

。

こ

の

こ

と

は
、

こ

の

時
期

、

農
業
生
産
物
に

吸
収
さ

れ
る

都
市
の

購

買
力
が

増
大
し
つ

つ

あ
っ

た

こ

と
、

ひ
い

て

は
、

都
酵
か

ら

牋
村
へ

と
所

得
が

移
転
し

つ

つ

あ
っ

た

こ

と

を
示
唆
し

て

い

る
と

思
わ
れ
る
。

　

農
村
と

都
市
と
の

交
易
に

お
い

て
、

こ

の

時
期
（

一

九
〇

八

−
一

二

年
）

、

財
・

サ

ー
ビ

ス

は
農
村

側
の
…、
出
超
」

で

あ
っ

た
と
い

う
仮
定
を
支

え
る
一

連
の

事
象
と
し
て

、

さ
ら
に
、

ω

都
市
に

お
け
る

人
冂

増
加、

働

一

人

当
り
の

生
計
費
と

所
得
の

増
加、

従
っ

て
、

国
都
市
全
体
に

お
け
る

消
費
の

増
大
を
上
げ
る
こ

と

が
で

き
よ

う
。

都
窮
へ

の

人

口

集

巾

傾
向

は、

．

兀

世

紀
衆
に

は
そ

の

坤
堺

が
鈍
化
す

る
と
は

い

え
、

依
然
二

し

て

継
続
し

て

お

り、

都
市
人
口

は
→

八
八
一

年
（

→

三
一

〇
万
人
）

か

ら
 

九
．

一

年
（

一

七

四
一

万
人
）

に

か
け
て

三

〇
年
問
で

四一．一
〇
万
人

も

増

　

　（
22）

加
し
た

。

ま
た

、

パ

リ
に

お

け
る

生
計
費
に

関
し
て

サ
ン

ジ
ェ

ー

ル

目
ケ

レ

ル

（

ト

自触
一

昌

σq
 

で

黙
ひ

嵩
こ

か
蝋
蛸
川

し
た

紐
罰
に

よ
る
と．、

．

八
八
〇

年
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通 貨の地理 的循環

代
初
め

か
ら
低
下
傾
向
に

あ
っ

た
生

計
費
は
一

九
〇
四

年
な
い

し
は
〇
五

年
を

最
下
点
と

し
て

急
速
な
上

昇
傾
向
に

転
じ

、

大
戦
直
前
の

約
十
年
間

に
一

〇
％
（

ブ
ル

ジ

ョ

ワ

家
庭
）

か

ら
一

八
％
（

労
働

者
家
庭
）

も
増
加
し

た
が、

な
か
で

も
食
糧
部
分
（

い

う
ま
で

も
な
く

、

そ

の

主
要
な
供
給
源

は

農
村
で

あ
ろ
う
）

の

費
用
の

上

昇
率
は

際
立
っ

て

高
く

、

同
時
期
（

一

九
〇
四

−
一

三

年
）

、

ブ
ル

ジ

ョ

ワ

家
庭
に

あ
っ

て

は
二

三

％
、

労
働
者
家

庭
に

あ
っ

て

は
二

〇
％

（

o

奨
ユ

奠

〉
）

な
い

し
は
二

五
％
（

o
諾

謹
一

窪

　
　
　
　

　
　
（
認
）

bd
）

に

も
の

ぼ
っ

た
。

さ
ら
に

同
研
究
に

よ
る
と

、

消
費
の

増
大
を
支
え

る

所
得

く

パ

リ
に

お
け
る

名
日
賃
金
）

の

増
加
も
同
時
期
に
一

五
％
に

達

　
　
（
黝）

し
て

い

る
。

そ
の

結
果

、

第
一

次
大
戦
前
に

は、

い

わ
ゆ
る

「

物
価

高
」

（
一

蝉
　

く
一

 
　

O
ぽ
α

 

 
）

を

背
景
に

し
て、

「

需
要
は
増
大
し

、

…
質
的
に

も
量

的
に

も
消
費
が

恐
し
い

ま
で

に

増
加
し
て

い

る
。

か
つ

て

は
大
衆
消
費
に

は

無
縁
で

あ
っ

た

数
多
く
の

生
産
物
ま
で

も
が
大
衆
消
費
の

対
象
と

な
っ

　
〔

25
）

て
い

る
。

」

と
描

写
さ
れ
る
一

大
消
費
ブ
ー

ム

が
都
市
に

お
い

て

見
ら

れ

た
の

で

あ
る

。

以
上
の

こ

と

は
、

フ

ラ

ン

ス

経
済
が

「

大
不
況
」

を

境
に

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ヘ
　

　

ヘ

　
　

ヘ

　
　ハ
　

　

へ

し
て
、

農
村
の

繁
栄
が

都
市
に

移
転
す
る

農
業
主

導
型
か

ら
、

都
市
の

繁

　
　
　
　

　
　

　
　

　
ヘ

　
　
へ

　
　
ぬ

　
　

ゐ

　
　
へ

栄
が

農
村
に

移
転
す
る
工

業
主
導
型

（

「

工

業
と
そ
れ
に

従
事
す
る

人
々

が

農
村
に

替
っ

て

工

業
製
晶
の

捌
口

と
な
っ

た
。

労
働
者
の

購
買
力
に

こ

そ
、

こ

の

国
の

経
済
成
長
が
依
存
す
る
よ
う
に

な
っ

た
、

」

レ

ヴ
ィ

目
ル

ポ

　
（

26
）

ワ

イ

エ
）

へ

と
転
換
し

た
こ

と
に

対
応
し
て

い

る
。

　
以
上
の

よ

う
に

、

農
村

・

都
市
間
の

交
易
は

、

こ

の

時
期

、

農
村
側
の

「

出
超
」

で

あ
っ

た

可
能
性
が

高
い

と
は
い

え
、

表
1
に
お

け
る

 
の

県

と
の
の

県
の

間
の

財
・

サ

…
ビ

ス

の

バ

ラ

ン

ス

を
統
計
的
に

確
定
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
27）

と
は

不
可
能
で

あ
ろ
う

。

そ
こ

で
、

わ
れ
わ
れ
は、

第
二

の

仮
定、

つ

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
ヘ
　

　へ

り、

財
・

サ

ー

ビ

ス

の

県
闖
移
勦
の

バ

ラ
ン

ス

が
ゼ

ロ

で
あ
る

（

硅
均
衡

ヘ

　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

し
て
い

る
）

場
合
を

検
討
す
る

必
要
が

あ
る
が

、

い

う
ま
で

も
な
く
こ

の

場
合
は

財
・

サ
ー

ビ

ス

の

県
間
移
動
が

度
外
視
さ

れ
、

そ
れ
以

外
に

通

貨

の

地
理

的
循
環
の

根
拠
を

見
出
そ

う
と
す
る
こ

と

を
意
味
す
る

。

こ

の

第

二

の

仮
定
に

お
い

て
は、

か
か
る

通

貨
の

県

間
移
動
が

ω
フ

ラ

ン

ス

銀

行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
へ

　
　で
　
　コ
　
　ヘ
　

　ヘ
　

　ミ

と
い

う
一

銀
行
の

み
に

見
ら
れ
る

擬
制
的
な

移
動
に

す
ぎ
な
い

場
合
と

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
あ

　
　
ヘ

　
　
へ

 
商
工

業
県
と

農

業
県
と
の

間
に

あ
る

信
用

機
関
・

金
融
手
段
の

発
達
の

ゐ

　
　
カ

格
差
に
よ
る

場
合
と
に

分
け
て

検
討
で

き
よ

う
。

五
　
フ

ラ
ン

ス

銀
行
の

通

貨
流
通

調
整

機
能

　
ル

ロ

ー
の

統
計
は

、

フ

ラ

ン

ス

銀
行
と
い

う
　

銀
行
の

各
支
店
に

お
け

る
通

貨
の

流
出
入
を

対
象
と
し

た

も
の

で

あ
る

以
上

、

そ
の

分
析
か
ら
得

ら
れ
た

通
貨
の

地
理

的
循
環
は

．

　一

銀
行
を
媒
介
に

し
た

現

象
に

す
ぎ

な

い
。

つ

ま

り
、

一

国
内
で

さ
ま
ざ

ま
の

方
向
に

移
動
す
る

通
貨
の

総
運
動

の
一

部
分
に

す
ぎ
な
い

。

そ

う
だ
と
す
れ
ば、

ル

ロ

ー
の

統
計
に

お

け
る

 
の

県
か
ら

e
の

県
へ

の

通

貨
の

移
動
は、

見

掛
け
上
の

運

動

に

す

蓉

11　 （229）
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ず
、

一

国
の

通
貨
移
動
の

本
質
を

反

映
し
て

い

な
い

と
い

う
べ

き
で

あ
ろ

う
か

。

ま
た、

す
で

に

全
国
的．
支
店
網
を
形
成
し

て

い

た
ソ

シ

エ

テ
・

ジ

ェ

ネ

ラ

ル

（

ω
OO
繭
σ
魯

 

　

（
甲

ゆ

昌
仙

同

p冫一
〇

）

と

ク

レ

デ
ィ

・

リ
ヨ

ネ
（

○

融

騫

い

愚

壽
巴
。・

）

は
、

フ

ラ

ン

ス

銀
行
に
お

け
る

か
か
る
通

貨
移
動
と

は

全

く
独
立
し

た

別
の

通
貨
移
動
を

媒
介
し

て

い

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

　

従
っ

て、

フ

ラ
ン

ス

銀

行
は
フ

ラ
ン

ス

の

通
貨
流
樋
に

お
い

て

い

か
な

る

役
割
を

果
た

し
て

い

た

の

か
と
い

う
点
が

閥
題
と

な
る

が
、

こ

れ
に

つ

い

て

は、
　一

九
〇
七

年
恐

慌
後
に

設

置
さ

れ
た
ア

メ

リ
ヵ
の

全
国
通

貨
委

員
会
（

2
国

島
o
口

巴
］
≦
o
口

Φ

畠

qOo

日
B
冨
除
o
昌
）

の

メ

ン

バ

ー

に

よ
る

　
　

　
　
　
　
　
ゐ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ
　

　

ヘ
　

　ヘ
　
　ヘ
　
　へ

質
問
に

答
え
て

、

大
預
金

銀
行
の

立

場
か

ら
ク

レ

デ

ィ

・

リ
ヨ

ネ
の

理
事

が

次
の

よ

う
な
注
国
す
べ

き
証
言
を
行
っ

て

い

る
。

　

「

Q
冖

フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

重
要
な

機
能
と
し

て
、

銀
行
券
発

行
の

他
に

　

何
が

あ
り
ま
す
か

。

　
　

A
冖

フ

ラ

ン

ス

銀
行
は
割
引
率
を

調
整
し
ま
す

。

そ
し
て
、

こ

の

機

　

能
を

遂
行
す
る

う
え
で

、

同
行
は

、

通
貨
を

、

そ
れ
が

求
め
ら
れ
て

い

る

　
　

　
　
　
　
へ
　
　

ぬ
　
　

ゐ
　
　　
モ
　
　

ヘ
　
　　へ
　
　り
　
　

あ
　
　

ヘ
　
　

へ
　
　　リ
　
　

ユ
　
　

モ
　
　　セ

　

場
所
な
ら
ば
国
内
の

ど
こ

へ

で

も
自
動
的
に

供
絵
し
ま
す

，

恐
ら

く
、

　

か
か

る

機

能
は

割
引
率
の

調
整
と

同
じ
く
ら
い

重

要
な

機
能
で

す。

つ

　

ま
り、

フ

ラ

ン

ス

銀
行
は

国
内
の

ど
こ

で

で

も

乎
形
を

割
引
く
こ

と

に

　

よ
っ

て
、

鬮
内
の

あ

ら
ゆ
る

地
点
で

銀
行
券
。

金

貨
・

銀
貨
を
、

そ

れ
が

　
ヘ
　

　へ　
　　ね
　
　

ヘ
　
　

へ
　

　ぬ
　
　

モ
　　
ゼ　
　　
へ
　　
あ
　
　

ぬ
　
　ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　　
セ

　

要
求
さ
れ
て

い

る
程
度
に

従
っ

て

供
給
し

て

い

る
の

で
す．．

従
っ

て
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ヘ

　
　ヘ
　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

ヘ

　
　ヘ
　

　マ
　
　ヘ
　
　
ヘ

　
　
コ

　
　
ヘ

　

　モ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　
　
ヘ

　

ヘ

　

　
ヘ

　
フ

ラ

ン

ス

に

お
い

て

通
貨
の

供
給
を

指
図
し
て

い

る
の

は
園
民
自
身
で

　
あ
り
ま
し

て
、

国
民
は
フ

ラ
ン

ス

銀
行
に

手
形
を

黒
示
し
て

必
要
と

し

　
て

い

る

種
類
の

通

貨
を
同
行
に

要
求
し
、

逆
に

、

必
要
と

し
な
い

種
類

　
の

通

貨
を

同
行
に

返
す
こ

と
に

よ
っ

て

そ
れ
を

行
っ

て

い

る

の

で

す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
28）

　
フ

ラ

ン

ス

銀
行
は

補
助
通
貨
の

供

給
を

出
（、

て

い

ま
せ

ん
の

で
、

補
助

　
通

貨
は
フ

ラ

ン

ス

各
地
で

し
ば
し
ば
不
足
す
る

事
熊
に

見
舞
わ
れ
ま
す

　
が、

他
の

通
貨、

つ

ま
り

銀
行
券
・

金

貨
・

銀
貨
に

関
し
て

は
こ

の

よ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（
29）

　
う

な
事
態
は
決
し
て

起
こ

り
ま
せ

ん
。

」

（

傍
点
は
筆
者
に

よ
る

。

）

　
フ

ラ

ン

ス

入
銀
行
家
た

ち

は
こ

の

調

査
に
お
い

て

ア

メ

リ
カ

人
の

全
国

通

貨
委
員
会
メ

ン

バ

ー
の

質
間
に

対
し
て、

フ

ラ
ン

ス

の

通

貨
体
制
に

対

す
る

個
人
的
評
価
を

求
め

ら

れ
た
場
合
は、

そ

れ
を
過
度
に

賛
美
す
る

傾

向
が

見
ら
れ
る
の

で

注
意
す
る

必
要
が
あ．
る
が

、

こ

こ

で

引
用
し
た

証
言

は
フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

諸
機
能
を

外
部
の

銀
行
家
が

客
観
的
に

説

明
し

た

も

の

で

あ
る
か
ら、

ほ
ぼ

字
句
ど

お
り
受
け
取
っ

て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

こ

の

証
言
か
ら
も、

次
の

二

点
を
フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

通

貨
流
通

調
整
機
能
の

特

微
と
し

て

士

げ
る

こ

と
が
で

き
よ

う
。

　
ω
同
行
は

銀
行
券
の

独
占
的
発
券
銀

行
で

あ
る

う
え
に

、

］

八

九
七

年

十
…

月
十
七

日
法
（

第
十
六

条
）

は
、

同
行
に

対
し

て
、

そ

の

取
り
扱
う
金

貨
（

い

う
ま
で

も
な
く

、

そ
の

鋳
造
は

造
幣
局

凱

曾
露

臨
o
の

言
票
毒
巴

窃

が

行
う
）

を
重
量

検
定

し
、

法
定
重
量
に

満
た

ぬ．
不
良
金
貨
を
自
ら
の

費

（230）　 12

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Soolo −Eoonomlo 　Hlstory 　Soolety

通貨の地理的循環

用
負
担
で

造

幣
局
に

輸
送
す
る
こ

と

を
義
務
と
し
て

定
め

て

い

る
。

ま
た

、

新
規
鋳
造
金

貨
は
造

幣
局
か

ら
同

行
本
店
に

引
き

渡
さ

れ
る

と
規
定
さ

れ

　
（
30
）

て
い

る
。

さ

ら
に
、

同
法
（

第
十
条
）

に

よ
っ

て

同
行
が

歳
入
・

歳
出
に

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　〔
31
）

伴
う
国
庫
資
金
の

移
転
を
担

う
よ

う
に

規
定
さ
れ
た
こ

と

を

考
慮

す
る

と、

フ

ラ

ン

ス

に

お
い

て

そ
の

現
金
通
貨
の

流
通
を
調

整
・

保
全
し
て
い

た
の

は
、

事
実
上、

フ

ラ

ン

ス

銀
行
で

あ
っ

た
と
い

え
る
だ

ろ
う

。

　
 
さ
き
に

引

用
し
た

証
言
か
ら

も
わ
か
る

よ
う
に

、

か
か
る

現
金
通

貨

の

供
給
（

11
調
整
）

は
同

行
の

行
う
手
形
（

再
）

割
引
と
密
接
な
関
連

が

あ
っ

た
。

同
行
は

適
格
手
形

（

三

名
の

署
名
・

三

カ

月
以
内
の

期
隈
）

を

呈

示
し
た

者
に

対
し

て

は
、

原
則
と

し
て、

呈
示
者
の

希
望
す
る
通

貨
種

類
を
も
っ

て

支
払
を
行
わ
な

け
れ
ば

な
ら
ず

、

市
場
か
ら
の

通

貨
の

需
要

　
　
　

　
　
ヘ
　
　

ヘ
　

　
　

　

　
ヘ

　
　ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ
　

　

ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ
　

　

へ

に

対
し
て

は

極
力

、

受
動
的
に

応
じ
よ

う
と
い

う

姿
勢
が

見
ら
れ
た

。

こ

れ
に

、

同
行
が
媒
介
す
る

隔
地

間
振
替
（

ぐ

騨
Φ

ヨ
Φ

三
ω

濠
巳
9。

畠゚
。

）

に

お
い

て

移
転
さ

れ
る
べ

き
価
値
は
割
引、

な
い

し
は

現
金
証
書
の

預
入
れ

を
源

泉
と

す
る
も
の

が

優
先
さ
れ

、

口

座
を
持
た
ぬ

か

ぎ
り
現
金
は

対
象

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

32）

と

な
ら
な
か
っ

た

と
い

う
事
情
を
加
え
る

必
要
が

あ
る

。

割
引
を
軸
と

す

る

フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

か
か
る

現
金
通
貨
供
給
体
制
・

隔

地

聞

擬

替

制

度

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
（

33）

は、

同
行
が

安
定
的
か
つ

低
い

割
引
率
を
維
持

し
て

い

た
た
め
に

、

か
な

り
柔
軟
性
を

も
ち

、

そ
の

限
り
で

現
金
通
貨
に

纏
わ
る

不
便
さ
を

或
る

程

度
ま
で

軽
減
し
て

い

た
と

考
え
ら

れ
よ

う
。

　
以
上
の

二

つ

の

特
徴
は

各
国
の

中
央
銀
行
に

多
少
と

も
共
通
し
て

見
ら

れ
る

が
、

フ

ラ

ン

ス

に
お
い

て

は
預
金
通

貨
が

相
対
的
に

未
発
達
で

あ
っ

た
た

め
に

フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

か
か

る

現
金

通
貨
供
給
体
制
は
他
困
と
比
べ

て

相
対
的
に

重
要
な

機
能
を

果
た

し
て
い

た
。

従
っ

て
、

ソ

シ

エ

テ
・

ジ

ェ

ネ

ラ
ル

を
は

じ
め
と
す

る
天

預
金
銀
行
が

現
金

通
貨
流
通
に

お
い

て

フ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
34）

ラ

ン

ス

銀
行
に

大
き
く
依
存
し
て

い

た
の

は
ほ

ぼ
確
実
で

あ
り

、

問
題
と

な
っ

て

い

る
ル

ロ

1
の

統
計
に

現
わ
れ
た
通

貨
の

地
理

的
循
環
は
当
時
の

フ

ラ

ン

ス

に

お

け
る

現
金
通

貨
の

地
理
的
移
勁
を
よ

く
反

映
し
て

い

る

と

見
做
す
こ

と
が
で

き
よ
う

。

六

　
商
工

業
県
と

農
業
県

と
の

金
融
的

格
差

　
当
時
の

フ

ラ

ン

ス

に
お
い

て
 

地
域
間
の

金

融
的
格
差
は

極
め
て

大
き

か
っ

た
。

そ

の

端
的
な

指
標
を

銀
行
業
に

携
わ
る

労
働
人
ロ

の

県
別
分
布

に

見
る
こ

と
が

で
き
よ
う

。

第
一

次
大
戦
前
に

五

年
毎
に

実
施
さ
れ
た
人

口

調
査
の

う
ち、

銀
行
業
の

労
働
人
口

（

℃
o
℃

紘
 
δ
曷

鴛
鳳
く

 

“
α．
婚
囲

じ⇔
帥

8
話
）

の

県
別
分

布
を
公
表
し
て

い

る

の

は
、

　
 

八

九
六
年

度
の

調

　

　
　
　
　
　
（

35）

査

結
果
だ

け
で

あ
る
。

同
講
査
に

よ
る
と

、

銀
行
業
の

労
働
人
口

は

全
フ

ラ

ン

ス

本
国
で

三

万
二

三

二

九
人
で

あ
る

が
、

セ

ー
ヌ

県
は
一

万
五

二

七

六
人

（

全

体
の

約
四
七
％
）

と

並
外
れ
て

大
き
く、

銀
行

業
が
い

か
に
パ

リ
に

集
中
し
て

い

た
か

を
よ

く
示
し
て

い

る
。

岡
麋
以
外
に

銀
行

業
の

労

13　（231）
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働
人
口

が
一

〇
〇

〇
入
を

越
え
る

県
は
わ
ず
か
に

ロ

ー

ヌ

県
（

一

三一一
二

人
） 、
　

ノ

：

ル

県
（

一

二

八
亠

ハ

人
） 、

ブ
ッ

シ

ュ

凵
デ
．一

目
ロ

ー
ヌ潤
県

（

一

一

二

六
人
）

の

三

県
（

い

ず
れ
も

商
工

業
が
よ

く
発

達
し
て

い

る
）

に

す

ぎ

な
い
一

方
、

広

範
に

広
が
る

農
業
地
帯
に

お
い

て

は
（

銀
行
業
が

比
較

的

発
達
し
て

い

た

南
部
の

葡
萄
栽
培
県
と

北
西
部
の

牧
畜
県
を

除
い

て
）

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
35）

銀
行
業
の

労

働
人
口

が
一

〇
〇
人
に

も
達
し
な
い

県
が

多
か
っ

た
。

　

か
か
る

銀
行
業
の

地

域
的
偏
在
の

結
果

、

現
金

通
貨
（

銀
行
券
・

鋳
貨
）

を
節
約
さ

せ

る

預
金
通

貨
（

銀
行
に

お

け
る

要
求
払

預
金
）

の

発
達
に

も

大
き
な

地
域
的
格
差
が

存
在
し
た

と
考
え
ら

れ
る

。

第
一

次
大
戦
前
に

お

け
る

預
金
通

貨
の

県
別
分
布
を
知
る

こ

と

は
極
め

て

困
難
で

あ
る

が
、

フ

ラ
ン

ス

銀
行
は
一

八

九
七

年
度
ま
で

そ
の

営
業
報
告
書
に

お
い

て
、

国
庫

金
を

除
く
当
座
預
金
勘
定

（

8
ヨ
讐
窃

8
霞

碧
磊

冨
ヨ
。

巳一
Φ

房
）

の

年
間
平
均
を
各
支
店
ご

と
に

公

衰
し

て

い

る
の

で
、

そ

れ
を
県
別
に

ま

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

〔
7昌）

と
め

た

集
計
値
を
差

し
当
り
ひ

と
つ

の

手
懸
り
と

見
倣
す
こ

と
に

す
る

。

　
　

　
　
　
　
ヘ

　
　ヘ
　

　ヤ

フ

ラ

ン

ス

銀
行
本
支
店
の

当

座
預
金

残
高

は
一

八
九
五

年
ー
九
ヒ
年
の
→、一

年
問
に

お
い

不
鐵
（

以

下
同
様
）

穩
二

四
七
万
F
で

あ

誨
が
・

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
39
）

こ

の

う
ち

支
店
の

残
高
は
五

四
〇一、一
万
F
に

す
ぎ

な
い

の

で
、

パ

リ

本
店

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
〔
40）

に

は

四

億
四
八

四
四
万
F
（

A
二

体
の

八
九
％
）

が

集
中
し

て

い

た。

ま
た
、

そ
の

支
店
に

お
け
る

分
布
も
非

常
に

偏
っ

て
お
り

、

上

位
の

煮

県
（

ジ

ロ

ン

ド

県
、

　
ロ

：
ヌ

県、

ブ
ッ

シ

詳

目
デ
ュ

目

、
ロ

ー

ヌ

漿、

セ

ー

ヌ

”
ア

ン

フ

ェ

リ
ウ

ー

ル

ω
Φ

ヨ
 

宀

駄
曾
冨
¢

溝

県
、

ノ

ー

ル

県
）

の

合
計
額
は
三

〇
九
七

万
F

、

っ

ま
り
、

セ

！

ヌ

県
を

除
く

総
計
の

五
七

％
に

も
の

ぼ

り
、

さ

ら
に

そ
れ
に

続
く
五

渠
を

含
め

た

上

位
一

〇
県
の

合
計
額
は
三

七

四
一

万
F
、

っ

ま

り
、

セ

ー
ヌ

県
を

除
く
総
計
の

六
九
％

（

一

県
当
り
の

平
均

六
・

九
％

）

に

な

る
。

残
り
の

ヒ

六
県
の

舎
計
額
は

わ
ず
か

に
一

六
L

ハ

ニ

万
F

、

つ

ま
り、

セ

ー

ス

県
を

除
く
総
汁
に

対
す

る
一

県
当
り

の

構
戊
比

は

○
・

四
｝

％
に

す

ぎ
な
い

。

　

広
範
に

広
が
る

農
業
県
が
こ

れ
ら
の

七

六
漿
に

含
ま
れ
る
こ

と
は
い

う

ま
で

も
な
く、

し
か

も、

そ

の

大

部
分
は
平
均
構
成
比
○
・

四
一

％
を
大

き
く
下
回
る

僅
少
な
額
の

当
座
預
金
を

有
し
て

い

た
。

統
計
的
に

不

備
と

は

い

え、

以
上
の

こ

と

か
ら、

第
一

次
大
戦
前
の

フ

ラ

ン

ス

農
村
に

お
い

て

は

預
金
通

貨
の

発
達
は

極
め

て

遅
れ
て

い

た
と

考
え
ら
れ
よ

う
。

全
鬮

通
貨
委
員
会
メ

ン

バ

…
の

質

開
に

対
す
る

ク
レ

デ
ィ

・

リ

ョ

ネ
の

理

事
の

答
え
も、

農

村
に

お
い

て
は

小
切

手
（

躰
預
金
通

貨
）

で

は
な
く
現

金
通

貨
が
主
要
な

決
済
手
段
で

あ
っ

た

こ

と

を
裏
付
け
て

い

る
。

　

「

Q
冖

製
場

繕
悩
客
も
裂

丈
も

討
も

小
臥

手
を

硬
お
弓
と
に
し

な
い

と

　

私
は

理
解
し
て

い

ま

す
が
…
。

　
　
A
』

〔

彼
ら
が
小
切，
手
を
〕

梗
川
す．
婚

こ

と

は

極
め
て

稀
で

す
。

　
　

Q
冖

小
郷
市
の

到
る

所
で

営
業
し
て

い

る

商
人

た

ち
、

そ

し
て

、

医

　

者、

弁
護
士

、

知
的

職
業
蓄
に

つ

い

て

は
い

か

が

で

す
か
。

彼
ら

は
お
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カ

ネ
を

取
り
出
し
て、

請
求
書
に

対
し

て

現
金
で

支
払
う
の

で

す
か

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（

41）

　
　
A
冖

勿
論
で

す
。

彼
ら
の

ほ
と
ん
ど

が
そ

う
し
て

い

ま
す

。

」

（

鉤
括

　
弧
内
は

筆
者
に

よ
る
）

　
従
っ

て
、

単
純
化
す
る
と

、

小
切
手
・

商
業
手
形
な
ど
の

相
対
的
に

高

度
な

決
済
手
段
は

少
数
の

商
工

業
県
で

良
く
発
達
し、

逆
に

農
業
県
に

お

い

て

は

依
然
と

し
て

現
金

通
貨
が
主

要
な

決
済
手
段
と

し
て

重
要
な

役
割

を
果
た
し
て
い

た

と
い

え
よ

う
。

農
業
県
の

生
産
者
た
ち

は
そ

の

生
産
物

の

販
売
に

際
し

て

現
金
で

の

支
払
を
要
求
す
る

（

農
民
た

ち
が

銀
行
口

座

を
持
つ

習
慣
は

な
い

の

で
、

小
切
手
を

受
け
取
っ

て

も

現

金
化

で

き

な

い
）

の

が

原
則
で

あ
る
以
上

、

農
業
県
か

ら
商
工

業
県
へ

の

財
・

サ
ー
ビ

ス

の

移
動
は
（

中
間
業
者
の

介
入
に

よ
っ

て

或
る
程

度
相
殺
さ

れ
て

も
）

ヘ
　

　

へ

　
　

ぬ
　

　

ヘ
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　ヘ
　
　

へ
　

　

も
　

　
ヘ
　

　ヘ
　

　
ヘ

　
　へ

現
金
通

貨
（

特
に

銀
行
券
）

の

逆
方
向
の

移
動
に

よ
っ

て

決
済
さ
れ
る
と

考
え

ら
れ
る

。

一

方
、

金
融
制
度
が

発
達
し、

高
度
な
決
済
手
段
を
用
い

る

習
慣
を
持
つ

商
工

業
槃
の

生

産
者
た

ち
は
そ
の

生
産

物
の

販
売
に

際
し

て

必

ず
し

も
現
金
で
の

支
払
を

要
求
せ

ず
、

む
し

ろ

進
ん

で

小
切

乎
・

約

束
手
形
で

の

支
払
を
受
け
入
れ、

ま
た、

債
権
の

取
立
の

た

め
に

積
極
的

に
為

替
手
形
を
発
行
し
た

と
考
え

ら
れ
る
の

で、

商
工

業
県
か
ら
農
業
菓

へ

の

財
・

サ

ー

ビ

ス

の

移
動
に

伴
っ

て

起

き
る

逆
方
向
の

現
金
通
貨
の

移

動
は、

そ
の

反

対
の

場
合
と
比

較
し
て

か

な
り
少
な
い

は
ず
で

あ
る

。

こ

れ
が

本
稿
で

い
・
つ

第
二

の

仮
定
（

財
・

サ

ー

ビ

ス

の

康
間
移
動
の

バ

ラ

ン

ス

が
ゼ

ロ

の

場
合
）

に

お
い

て

通
貨
が
 
の

県
か
ら

の
の

県
へ

と
バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

移
動
す
る

最

大
の

理

由
で

あ
ろ
う

。

　
と
こ

ろ
で

、

隔
地
聞
取
引
の

決
済
手
段
と
し
て、

現
金
通

貨
と
と

も
に

為
替
手
形
（ 
臨
耳

霧

牙
。

訂
昌

αq
Φ
）

が
重
要
な
役
割
を

果
だ
し

て

い

た

と

考
え
ら
れ
る

。

為
替
手
形
と
は、

い

う
ま
で
も
な
く、

振
出
人
が

支
払

人
に

対
し
て
一

定
の

金
額
を
一

定
の

期
日
に

支
払
う
よ
う

委
託
す
る

形
式

の

手
形
で

あ
る
が、

銀
行
業
の

発

達
し
た

商
工
業
県
の

生
産

者
と

商

人

は
、

そ
の

債
権
の

取
立
に

際
し
て
、

農

業
県
の

生
産
者
と
商
人
よ
り

も
頻

繁
に

か
か
る

為
替
手
形
を
利
用
し
た
し

、

ま
た

、

利
用
で

き
る

状
況
に

あ

っ

た

と
い

え
よ

う
。

こ

の

結
果

、

商
工

業
県
で
振
出
さ
れ
て

農
業
県
の

支

払
人
宛
に

送
ら
れ
る

為
替
手
形
の

総

額
は

、

農
業
県
で

振
出
さ
れ
て

商
工

業
県
の

支
払
人

宛
に

送
ら
れ
る

為
替
手
形
の

総
額
よ
り
大
き
く
な
る
は
ず

で

あ
る

。

従
っ

て、

為
替
手
形
に

関
す
る
か
ぎ

り
、

−
農
業
県
に

あ
る

銀
行

の

窓
口

で

は
、

地
元
の

人
々

が

割
引
を
求
め
て

提
出
す
る

商
工

業
県
宛
の

為
替
手
形
の

総
額
よ
り

も、

商
工

業
県
か
ら
送
ら

れ
て

き
て

取
立
の

た
め

に

地
元
の

人
々

に

呈
示
さ
れ
る

為
替
乎
形
の

総
額
の

方
が

大
き
い

た

め
、

バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

現
金
通
貨
が

流
入
す
る

こ

と
に

な
る

。

こ

れ
が

、

ル

ロ

ー

の

統
計
に

お
い

て

現
金
通

貨
が

ω
の

梨
に

あ
る
フ

ラ

ン

ス

銀
行
支
店

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
（
42
）

の

窓
口

に

流
入
す
る

理
由
で

あ
ろ

う
。
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語

　

以
上
の

よ

う
に

、

表
1
・

図
1
に

見
ら
れ
た

 
の

県
か
ら

の
の

漿
へ

の

現
金
通

貨
の

（

バ

ラ

ン

ス

の

う
え
で

の
）

地

理
的
移
動
は

、

農
村
・

都
市

間
の

交
易
に

お
け
る

農
村
側
の

「

出
超
」

、

お
よ
び

、

農
業
県
・

商
工

業
県

に

お
け
る

銀
行
業
発
達
の

格
差
（

縫
農
業
漿
に

お
け
る

夫
発
達
）

に
、

そ

の

主
要
な

根
拠
を
求
め
る
こ

と

が
で

き
よ

う
。

最
後
に

、

か

か
る

視
角
か

ら
再
び

表
1
・

図
1
を
検
討
し
て

結
び
と
し
た

い
。

　

さ

き
（

8
頁
の

ω
）

に

見
た
よ
う
に、

セ

ー

ヌ

県
を

は
じ

め
と

し
て

多

額
の

通
貨
を
流
出
さ
せ
て

い

る
県
は

、

第
W
グ
ル

ー
プ
の

諸
県
（

す
べ

て

の

通

貨
種
類
を
フ

ラ

ン

ス

銀
行
に

返
却
し

て

い

る
）

に

周
囲
を
囲
ま
れ
て

い

る

場
合
が

多
い

。

こ

れ
は

、

パ

リ、

リ
ー

ル
、

リ
ヨ

ン
、

ボ

ル

ド

ー
な

ど
の

大
都
市
か
ら
流
出
し
た

通
貨
が

周
囲
の

農
村
に

大
量
に

撤
布
さ
れ
る

と
い

う
よ

う
に
、

大
都
市
を

中
心

点
と

す
る

ダ
イ

ナ

ミ

ッ

ク
な
通
貨
流

通

回
路
が
荏
在
す
る
こ

と
を
示
し
て

い

る
。

こ

の

事
実
は
、

か
か
る
大
都
市

が
一

大
消
費
セ

ン

タ
…

と

な
っ

て

お
り、

周
囲
の

農
村
か
ら
拳、
の

生
産

物

が

大
量
に

搬
入
さ
れ
る
こ

と
に

対
応
し

て

い

る
と
い

え
よ
う

。

　

と
こ

ろ
で

、

か

か

る

大
都
市
の

う
ち
、

マ

ル

セ

イ

ユ

（

ブ
田．
シ

ュ

凵
デ

ュ

H
ロ

ー

ヌ

県
・

第
W
グ
ル

ー
プ
）

の

み
が

通

貨
を
流
入
さ
せ
て

お

り、

特
異
な
例

外
と

な
っ

て

い

る
。

こ

れ
は
恐
ら
く、

同
県
が
そ

の

周
囲
を、

9
頁
の

 
で

述
べ

た
通

貨
流
出

県
の

第
二

の

グ
ル

ー

プ

（

葡
萄
・

商
品
作

物
栽
培
県
）

に

よ
っ

て

囲
ま
れ
て

い

る
こ

と
に

よ
り
説

明

で

き

る

だ

ろ

う
．

表
1
に

よ
る

と
、

こ

れ
ら

地
中
海
沿

岸
の

葡
萄
・

商
品
作
物
栽
培
県

の

通
貨
流
出
入
の

特
徴
は

、

第
W
・

V
の

い

ず
れ
の

グ
ル

ー

プ

に

属
し
て

い

よ

う
が、

高

額
紙
幣
が

の
、

小
額
紙
幣
が

臼→
と

な
っ

て

い

る

と
こ

ろ
に

あ
る

。

収
穫
さ

れ
た

葡
萄
の

取
引
は
一

〇
〇
17
紙
幣
で

決
済
さ

れ
る
の

が

　
　
　
　
（
櫓
）

通

例
で

あ
っ

た

た

め
に、

こ

れ

ら
の

諸
県
に

お
い

て

は

流
通

過
程
が
小
額

紙
幣
を

要
求
し

た
の

で

あ
る

。

そ
し

て
、

葡
萄
栽
培
者
の

手
に

渡
っ

た
か

か
る

小
額
紙
幣
が
マ

ル

セ

イ

ユ

に

お
け
る

消
費
な
ど
の

媒
介
を
経
て
、

同

市
の

フ

ラ

ン

ス

銀
行
窓
口

に

流
入
す
る
と
い

う
経
路
を

想
定
で

き
る

だ
ろ

｝
つ

。

　
さ
て、

第
W
グ
ル

ー
プ
の

主

要
部
分
は、

す
で

に

（

9
頁
の

四
）

見
た

よ
う
に

、

ロ

ワ

ー

ル

河
流

域
に

幅
二

〇
〇
 

の

帯
状
に

展

開
し

て

い

る

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
う

　
　
ヤ

　
　
ヘ

　
　
へ

が
、

そ
の

通
貨
流
出
入
の

特
徴
は、

た
だ

銀
貨
の

み
が

フ

ラ

ン

ス

銀

行
か

ら

流
通
過
程
へ

と
流
出
し

て

い

る
（

 
）

と
こ

ろ
に

あ
る

。

こ

の

事
象
は

ど
う

解
釈
す
一 、

き
だ
ろ

う
か

．

鐺
一

の

難

由
と

し
て

上

げ
る

べ

藪
は、

最

大
の

通
貨
流
出
県
で

あ
り

、

最
大
の

消
費
都
市
で

あ
る
パ

リ
（

セ

ー

ヌ

県
）

か
ら
の

距
離
で

あ
ろ

う
。

す
で

に

（

9
頁
の

謝，
）

述
N 、
た

よ

う
に
、

移

動

の

程
度
は

銀
行
券

・

金

貨
・

銀
貨
の

順
に、

つ

ま
り

、

額
面
の

価
値
に

比

べ

て

電
量
が

大
き
け

れ
ば

大
き
い

ほ
ど
急

速
に

低
く
な
る

。

パ

リ
の

フ

ラ
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ン

ス

銀
行
窓
口

か
ら
流
出
し
た

大
量
の

銀
行
券
と
金
貨
（

相
対
的
に

重

量

が
小
さ
い
）

は
、

ロ

ワ

ー

ル

河
流
域
の

か

か

る
諸
県
に

ま
で

到
達
し

、

そ

の

流
通
過
程
を
潤
す
が

、

し

か
し、

パ

リ
の

窓
口

を
出
た
銀
貨
は、

相

対

的
に

重
量
が

大
き
く
移
動
に

不
便
な
た
め

、

こ

の

地
域
に

は
届
か
な
い

と

想
定
で

き
よ

う
。

第
二

の

理
由
は、

こ

の

地

域
の

流
通
過
程
に

お

け
る

賃

金
支
払
用
の

銀
貨
に

対
す
る

需
要
の

増
大
で

あ
る

。

 

八
八

〇
年
代
初
め

の

時
点
で

、

全
課
税
対
象
面
積
の

五
三
・

八

％
以
上
が
一

〇
〇
 
以
上
の

土

地
所
有
に

よ
っ

て

占
め
ら
れ
て

い

る
シ

ェ

ー

ル

O
冨
同

県
（

オ
ー
ト

ー−

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
44）

ザ
ル

プ

国
p9

霧
・

》
言

＄

県
に

次
い

で

全
国
で

第
二

位
の

高
率
）

を

は

じ

め
と
し
て、

こ

の

地
方
は

大
土
地
所
有
の

占
め
る
割
合
が

高
い

県
が

多

囎

し

か

も

こ

の

髣
に

お
い

て
は・

農
場

讐
者
（

量
逕
卑

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（

46
）

它
。一
畠
嵩
。

コ
）

数
に

対
す
る

労
働
者
数
の

割
合
が
比

較
的
大
で

あ
っ

た
。

一

九

世
紀
後
半
以

降
に

お
け
る
ロ

ワ

ー

ル

河
流
域
地
方
の

農

業
発
展
は
よ

く
知
ら

れ
て

い

る
と
こ

ろ
で

窃
る
が

、

か
か
る

特
徴
（

大
規
模
経
営
・

多

数
の

農
業
労
働
者
）

を
有
す
る

同
地
方
の

農
業
発
展
が
農
業
労
働
者
の

賃

金
支
払
に

通
常
用
い

ら

れ
て

い

た

5F

銀
貨
（

 

O

鍜
）

に

対
す
る

需
要
の

増
大
を

招
来
し
た
こ

と

を
想
定
で

き
る
だ

ろ
う

。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
へ
　

　

も

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
ル

ロ

ー
の

統
計
は、

も
と

よ
り、

極
め
て

複
雑
に

移
動
す
る

通

貨
運
動

ヘ

　

　ヤ
　

　ヘ
　
　
ヘ

　
　ヘ
　

　
ヨ

総
体
の
一

部
分
を
対
象
と

し
た

も
の

で

あ
る

か
ら

、

そ

の

移
動
を
引

き
起

こ

す
諸
要

因
は
互
い

に

絡
み

合
い

、

同

統
計
の

分
析
か
ら

得
ら

れ
た

現
象

に

到
る
ま
で

に

複
雑
に

媒
介
さ
れ
て

い

る
と

考
え
る
べ

き
で

あ
ろ
う

。

従

っ

て
、

そ
の

通

貨
移
動
の

根
拠
を、

特
定
の

ひ

と
つ

の

要
因
に
一

義
的
に

求
め
る
の

は
不

可
能
で

あ

り
、

本
稿
の

分
析
も

、

そ

れ
を

解
き
ほ
ぐ
す
ひ

と
つ

の

試
み
に

す
ぎ
な
い

。

　
と

は
い

え
、

以
上
の

よ

う
に

、

ル

ロ

ー

の

統
計
は

、

従
来
の

視
角
と

は

全
く
異
な
る
「

地
理
的
循

環
」

と
い

う
角
度
か
ら

、

第
一

次
大
戦
前
の

フ

ラ
ン

ス

の

通
貨
流
通
を

分
析
す
る
た
め
の

ほ
と

ん
ど

唯
一

の

史
料
と
な
っ

　
　（
47）

て

い

る
。

従
っ

て
、

都
市
。

農
村
の

対
比

、

商
工

業
県
・

農
業
県
の

対
比

、

さ
ら
に

は、

フ

ラ

ン

ス

全
体
の

地
域
性
（

「

北
」

と
「

南
」

の

対
比
）

等
の

問
題
に

対
し
て

、

通

貨
流
通
の

視
角
か
ら
接
近

す
る
た
め
の

有
力
な
手
懸

り
を
提
供
し
て

い

る

と
い

え

よ

う
。

註
（

1
）

　
図
o

巳
一

Φ
p。

〜

Ω
こ

　．、
い
p

　
o

謬
o

巳
ゆ

瓜
O
ロ

　
ヨ
o
昌

釁
巴

話
　
Φ

β

　
閃

莓
口

8
．、

 

丶
o

ミ
蓋

ミ

気
恥

ミ

砺

彎
贏
織

亀
鳴

恥

ミ
瓢

無
芯
§

職
衛

　
℃

ミ
帖

漁

→．

締
旨
緯
距
℃
℃

』
G 。

b。

歯
Φ

ρ

同
報
舎
の

後
た
だ
ち
に

討
論

　
に

移
り

、

興
味
深
い

質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た

。

そ

の

記
録
は
、

ヨ
伽

臣
Φ

　
8
ヨ
Φ

も
O

』
QO
 

山
ω
o 。．

（

2
）

渕
。

邑
舘
ξ
、．

欝
。

眸
。

巳

蝕
呂

崑
。

募

§
門

Φ

…．．

漏
犀

　
島
な

も゚
NcQbQ

’

（

3
）

筆
者
の

知
る

限
り

、

ル

ロ

！

の

同
報
告
は

、

通
貨
種
類
別
か

つ

　
地
理

的
分
布
別
に

第
一

次
大
戦
前
の

通
貨
流
通
を
扱
っ

た
も
の

と
し

17　（235）
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て
は
唯
一

の

「

動
態
的
」

（

身
呂
臼一

信
 

）

、

す
な
わ

ち
、

フ

ロ

ー
に

　
関
す
る

研
究
と
い

え
よ

う
。

フ

ラ

ン

ス

以
外
で

は
、

例
え
ば
ア

メ

リ

　
カ

合
衆

国
に

つ

い

て

厖

大
か
つ

詳
細
な

統

計

的

研
究

（

囚
。

ヨ
日
？

　

器
ご

¢

芝゚
り

防
軋

Q

竃
論

ミ
　
閃
匙
、

馬

ミ
ご
毳
恥

　

簿
　
き
鳴

　
陶

ミ

ミ
ご
恥

　
匂
鳴

§
黛

毳

軌
鳴

丶

ミ

ミ
o

滝
勘

窺

鳶
蹴

6
窺

辱

ミ

ミ
　
ミ
　
、

ぽ
　
q
ミ
鷺
織

　
句
、

ミ
靄 

≦
o
ω

財

冒
げq8P

お
困

ρ

 

嵩
唱‘
）

が

存
在
す
る

が
、

こ

の

　
研
究
は
手
形
交
換
所
を
有
す
る

大
都
市
間
の

現
金
通
貨
の

移
動
を
扱

　
っ

て

は
い

て

も、

移
動
す
る

通

貨
の

種
類
は

明
ら
か
に

さ
れ
て

い

な

　
い

。

（

4
）

肉

ミ
鳶
鷺
毎

ミ

ミ

鼠
こ
ミ

ミ
篤

§

§

§
ミ

匙
鳶

職、

ミ
§
 

　
軸

ミ

ミ
辞

団

ε
似
 

ω

国

8
き
旨
置

器
9
。。
H

ρ
ω。
（

ρ
困

畠一
く

窃
o

§−

　
°。

奠
く
俸

 

ω

p。
ロ

　
U
魯
O
断

山”
〉
ω

巳

宵
Φ

弓・

　
牙
　
『
　
ゆ
髄

目
ρ

器
　
骨

　

距
p・

髯
Φ

）

（

5
）

　
筆
者
の

知
る

限
り、

ル

ロ

ー

の

報
告
が
通

貨
史
研
究
に

お
い

て

　
言
及
さ
れ
た
こ

と
も

、

そ

の

文
献
目

録
に

記
載
さ
れ
た

こ

と

も
絶
無

　
で

あ

り
、

現
代
に

お
い

て

は

完
全
に

忘
却
さ

れ
て

し

ま
っ

た

の

で

は

　
な
い

か

と

危
惧
さ
れ
る

。

筆・
者
は、

通

貨
に

関
す
る
記

述
を

求
め
て

　
丶
も

ミ
毳

ミ

§

ミ

恥

ミ
惹

愚

忌
防
叶

ミ賊
無
心

§

譜

℃

ミ
身

を
一

　
八
七
〇

年
代
か

ら
系
統
的
に

繙
い

て

い

る
う

ち
に
．

偶
然
に

こ

の

ユ

　
ニ

！
ク

な

研
究
を
「

発
見
」

す
る

こ

と
が
で

き
た。

い

わ
ば

「

動
態

　
的
通

貨
地

理
学
」

と

も
呼
ぶ

べ

き
そ

の

独
創
的
な
蔚
眼

点
に

甚
く

感

　
銘
を
受
け
た

筆・
者
は

、

ル

ロ

ー
の

方
法
を
継
承
・

発
展
さ
ぜ

る
こ

と

　
を

考
え、

そ

の
視
角
か

ら
フ

ラ

ン

ス

銀
行
史
料
部
に

お

け
る

調
査
を

始
め
た

。

そ

の

過

程
で

思
い

揖
け
ず
出

会
っ

た
の

が
、

註
（

4
）

に

掲

　

げ
た

ル

ロ

ー

の

報
告
準
備
史
料
で

あ
る

。

こ

の

準
備
史
料
は

、

ル

ロ

　

ー

が
当

該
統
計
を
作
製
す
る

に

当
っ

て
、

実
際
に

使
っ

た

手
続

、

な

　

ら
び
に

そ

れ
に

費
し

た

労
力
を
明
ら
か
に

し

て

お
り、

あ
ら
た

め
て

　

同
統
計
の

価
値
を
再
認
識
さ
せ

る

も
の

で

あ
っ

た
が、

そ
れ
と

同
時

　
に
、

も
は
や
こ

の

種
の

統
計
を

新
た
に

作
製
す
る
こ

と
が
不
可

能
で

　

あ
る
こ

と
を

告
げ
て

い

た
。

ル

ロ

ー

が

依
拠
し
た
本
支

店
間
の

通
貨

　

輸
送
を

記
録
す
る

文
書
は
保
存
期
間
が

最
も
短
い

資
料
の

ひ

と

つ

　

で、

当

時
の

記
録
が

今
な
お

保
存
さ
れ
て

い

る
こ

と

は
望
む
べ

く
も

　

な
か
っ

た

か

ら
で
あ
る

。

ル

ロ

ー

の

こ

の

研
究
が
こ

れ

ま
で

等
閑
視

　

さ
れ
て

き
た

の

は、

そ
の

独

創
的
な
視
角
が

理
解
さ

れ
な
か
っ

た
こ

　
と

も
然
る

事
な
が

ら、

同
統

計
を

作
製
す
る
に

使
用
し

た

手
続、

さ

　
ら
に

は
同

統
計
そ

の

も
の

の

リ
フ

ァ

レ

ン

ス

が

充
分
に

説
明
さ

れ
て

　
い

な
い

の

で

研
究
者
が

そ
の

取
扱
に

窮
し
た
こ

と
も
理

由
と
し

て

上

　

げ
る
こ

と
が

で
き
よ

う
。

本
稿
は

現゚
在
ま
で

の

経
済
史

研
究
の

蓄
積

　
を

踏
ま

え
て
、

同
統
計
を
再
評
価
す
る

試
み
で

あ
る

。

（

6
）

　
こ

の

よ

う
な
置
換
（

唱
Φ

N

日
q

畠
畠
o
コ
）

に

よ
る

情
報
整
理
に

つ

　
い

て

は
、

次
の

文
献
に

負
う
と
こ

ろ
が

大
き
い

。

bd
馥
鉱

P
冒
。

ρ

口
Φ

。゚’

　
防
“

ミ

こ
ご

覧
鳴

　
晦

ミ
塾

ミ
喝

ミ
噸

℃

贄凶
ρ

お
刈

ρ

a
む
甲

ミ
G

卜
黛

　
晦

ミ
辱

ミ
恥

ミ
偽

こ
帖

塾

ミ
誉
ミ
鳴

ミ

晦

ミ
腎

鳶
嶋

§

魯
馬、
ミ
丶

ミ
ミ

騨

　
款
o

斜

剛
o

誌
ρ

同

覊
評

b。

刈

刈
剛’

筆
者
は
ル

ロ

ー

の

統

計
を

基
に

表
1

　
を

作
製
す
る

に

当
っ

て
、

ベ

ル

タ
ン

の

提
唱
す
る
四
ツ

折

カ

ー

『

　
（

節
o
げ
Φ

の

 

漏
肘

冨

＃
餌

コ
o
ぴ

ρ

篤

⇔

ミ゚
 
℃
℃。
蝿

 
c。

 
）

の

方
法
を

採

　
用
し

た
が

、

昨
今
の

マ

イ

ク
ロ

・
コ

ン

ど
ユ

…
タ

を
は
じ
め
と
す．
る

情
報

機
器
の

低
廉
化
・

大
衆
化
は．

一

般
の

歴
史
研

究
者
に

と
っ

て

（236）　18
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通貨の地理的循環

　
も
県
別
統
計
の

整
理
・

分
析
と
い

う
よ

う
な
重
要
だ
が

単
調
で

手
間

　
の

か
か

る

作
業
を
著
し

く
軽
減
す
る

可
能
性
を

生
ん
で

い

る
。

（

7
）

　
ベ

ル

フ

ォ

ー

ル

は
オ
ー
ト

ーー
ソ

ー

ヌ

国
帥

舞
 −
ω
帥

O
昌
 

県
に

合

　
算
さ

れ
て

い

る
。

（

8
）

　
国
際
的
貿
易
都
市
マ

ル

セ

イ
ユ

を

有
し、

商
工

業
も
よ
く
発
展

　
し
て
い

る
ブ
ッ

シ
ュ

ーー
デ
ュ

H
ロ

…
ヌ

興
（

第
W
グ
ル

ー
プ
）

が
こ

　
こ

に

含
ま
れ
な
い

こ

と
は

注
目
に

価
す
る

。

（

9
）

　
「

一

八
七

〇
年
代
−
一

九
一

四

年
の

フ

ラ
ン

ス

に
お

け
る

通

貨

　
流
通

−
景
気
循
環
お
よ

び

地
域
と
の

関
連
に

お

い

て

；
」

『

土

　
地

制
度
史
学
』

九
九
号

、

一

九
八
三

年
四
月

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
も

　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　ヘ
　
　サ
　
　ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ
　

　

へ

（

10
）

　
フ

ラ

ン

ス

に

お
い

て

流
通
過

程
に

あ
る

金
貨
の

量
は
一

九
〇
三

　
年
か

ら
一

九
〇
九
年
に

か

け
て
、

四
八

億
F
か
ら
六
〇

億
F
へ

と

増

　
加
し
た

と

考
え
ら

れ
る

（

前
掲
拙
稿
6
頁
参
照
）

。

（

11
）

　
》
鳶

鷺

袋

ミ
ミ

無

ミ
房
靴
嶋

ミ
匙
馬

丶

ミ
§
8
→
6

ω

介
HO

置
山
鐔
 リ

　
ワ
Φ
Q。。
昶

（

12
）

　
い

う

ま
で

も
な

く、

個
々

の

通

貨
の

運
動
形
態
は
極
め
て

多
様

　
で

あ
ろ
う

。

発
行
さ

れ
て

か
ら
廃
棄
さ
れ
る

ま
で
そ
の

「

生
涯
」

の

　
間、

ひ

と
つ

の

県
内
の

み
に

留
ま
る
通

貨
も
あ
れ
ぼ

、

本
稿
で
の

想

　
定
と
は
逆
に

の
の

県
の

流
通
過
程
か
ら
 
の

県
の

流
通
過
程
へ

と

移

　
動
し
た

通

貨
も
あ
っ

た
は

ず
で

あ
る

。

し
が

し、

こ

こ

で

問
題
と
な

　
っ

て

い

る
の

は
、

さ
ま
ざ
ま
の

方
向
に

移
動
し
た

偲
々

の

通
貨
で

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

　

　も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

ヘ

　
　
ヘ

　

　
へ

　
な
く、

そ
の

運

勤
総

体
の

差
引
勘
定
（

バ

ラ

ン

ス
）

と
そ

の

経
済
史

　
ヘ

　
　
ヘ

　

　
ヘ

　

　へ

上
の

意
義
で

あ
る

。

な
お

、

フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

「

行
内
資
金
平
衡
化
」

　
機
能
に

つ

い

て

は
、

時
期
が

第
二

帝
政
に

限
ら
れ
る
が
、

筆
霧
巴
・゚u

　
》一
巴
ロ

＼．
開

g
冨
Ho

冨
 

喝

o

霞

＝

目

℃

〇

二
H

巴
什・
亳
℃
Φ

露．
餌

器

　
ω

ロ

8
‘

議
巴
 

山
 

訂

ロd
帥

昌
ρ

ロ
 

匹
o

団

岳
け

8
の

o
ロ
ロ

一
Φ

ω
 

oo

昌
亀

 

　
団

a
℃

騨
 
．．℃

肉

塁
§

駄
黛

〉

ご

ミ鳩

宕
o°
μ

8
し
餌

ロ

証
窪
囲

霧
メ

警

　
お゚

に

先
駆
的
記
述
が

見
ら
れ
る

。

（

13
）

　
ノ

；

ル

県
の

集
計
値
に
は
ベ

ル

ギ
ー

の

流
通
過
程
か
ら
引
き
上

　
げ
ら

れ
て

フ

ラ

ン

ス

に

送
ら
れ
て

き
た

約
｝

億
殴
OOO

万
F
の

銀

　
貨
が

計
上

さ
れ
て

い

る
。

こ

れ
を

度
外
視
す
る
と
、

銀
貨
の

 
8
の

　
合
計
は
ω
六
七
三
一

万
F
・

の
三
八

四
五

万
F
と
な
り、

す
べ

て

の

　
通
貨
種
類
の

中
で

 
e
と

も
絶

対
値
は

最
小
と

な
る

。

　
　

　
　

　
　

　
も

　
　
ヘ

　
　ヘ
　

　へ

（

14
）

　
た
だ

し、

季
節
変
動
と
い

う

点
で

は、

南
部
の

葡
萄
栽
培
県
に

　
お
い

て

は
他
の

い

か

な
る

地

方
よ
り

も
激
し
く
ダ
イ

ナ

ミ

ッ

ク
な

通

　
貨
の

運
動
が

見
ら

れ
る

。

図
o

巳
冨
餌

F

贄
戸

o

紫

画

噂．
b。
。。

冷

（

15
）

　
フ

ラ

ン

ス

に
お

け
る

oo

ヨ

8
硫

餌

曾
効

寡
Φ

日
 

コ

＄

舞

の

研
究

　
方
法
に

つ

い

て

は
、

少
し

古
く
な
っ

た
が
、

次
の

文
献
が
有
益
で
あ

　
る

。

→
『

忌
一

ぱ
Φ

び

O
ロ

ざ
ヘ
へ

ぴ
O

貼

霞
日
9
δ
昌

含

話

奉

妻
山
p

蒭

　
一

Φ

餌

曾
口

冨
 

ヨ
Φ

ヨ

牙
一 ，
出

騨
帥

巳
け

．．堵

沁
鳴

§
鳴

警

§
o

§

心

ミb

　
お
曾
も
唱゜

毓
O
ー
 

り

O°

（

16
）

　
本
稿
で
い

う
工

業
県
と
は、

セ

ー

ヌ

県
を
は
じ
め
と
し
て
、

東

　
北
部
の

諸
県

（

鷲
に

ノ

！

ル

県
と
ム

ル

ト

ーー
エ

ーー
モ

ー

ゼ

ル

県
）

、

　
お
よ
び

、

ロ

ー

ヌ

県、

ブ
ッ

シ

ュ

H
デ

ュ

U
ロ

ー

ヌ

県、

ジ
ロ

ン

ド

　
県
を

指
し、

残
り
の

県
は
一

括
し
て

農
業
県
と
呼
ぶ

こ

と
に

す
る

。

（

17
）

　
ぴ

曾
唄

宀
 
げ

o

饗
び

ζ

躄
臥
or
登い
．．

目．
げ

騨
智

龕
 

号

Qo
呻

ヨ
7

　
0
峯

肝

胃圃
き

嘆
o
艶
け

2
け

霞
巨
Φ
・゚

傷．
警

冨
口
σq
Φ

帥

庫

×
一

図
隅

　
ω

δ
o一
Φ
．、、

鵠

毳
§

ミ
乳

ミ
爵
§や

β
N
幽
。。℃

お
圃

ρ

や゜
ゆ

。。°

1g　（237）
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（

18
）

　
丶
呼

ミ
こ

歹

δ
O°

（

91
）

　
H

鮮
v

へ気
い
国

o
同

o

冨
 

口

蹲
o
Φ

伽

oo

昌
o

ヨ
一

ρ

償
 

Φ

ロ

剛
吋

鋤

嵩
oo

餌

認

　

×
H

図軸
ω

峯
oH

ρ

”
価

ω

巳
鼠
房

℃
同

色
一

目

江
昌
p

筐
ω

ψ

．．
b

匿
毳
嵩

ミ
鴨

吻

軻゚

　

句‘

◇
」
β

二

8
マ
⇔

o
ゆ
け

ド

 
 

QQb

梦
刈

O

避

（

20
）

　

言
p

苫
N

Φ

奢
切

開

計
｝
こ
、
、

団
o

噂
「

o
山

¢

律

口

甥

団

巴
ρ

鐸
Φ

山
Φ

一 ．
価

oo

口
o・

　

白
冨
州

寓
昌

ゆ
簿

富
 

山
o

嵩
G◎

O

帥

H
Φ

器
、．、
O
驚

ミ
笥

、

動

駄
恥

  ．
』

勉
軻゚

　

ト
ご

ロ窪

伽

鼠
Φ

診
閃
＼

《
噺
嵩

瓢

擶
併

お
 

μ

”

 

図
図
囲 

駁
図
矧

く恥
岡

」
H

霧

　

び

麟
尸

な
お、

か

か

る

農

村
・

都
市
の

交
易
条
件
（

11
農
工

間
の

相

　

対
価
格
）

を
日

本
経
済
史
に

適
用
し
た

例
と

し
て

、

中
村
隆
英
「

明

　

治
日
本
の

経

済
発
展
と

通
貨
制
度

　

巨
視
的

分
析
」

『

季

刊

現

代

　

経
済
』

四
七
号、

一

九
八
二

年

春
、

一

〇
六
ー
一

二

〇
頁
（

特
に

、

　

＝

六
頁
）

が
あ
る

。

（

21
）

　
目
邸
く

畷−
い
Φ
げ

o
矯
Φ

び
．．

い、
げ
 

甑

鼠
σq
Φ

伍
Φ

ω一
ヨ

冨
コ
山

…”、埴
p。

鴇．

　
o

算

倉
℃

唱

」
OQ
◎

山
二．

（

22
）

　

》
吋

目
Φ

p
αq
霽

口

9
》
昌
儀
民

愈
、、

い
餌

餌
伽

ヨ
o
σq
同

弾

℃

鎌
ρ

o。

謎
郎
ゆ

簿

　

賦
o

房
o
霊

¢
ロ
 

や
o
唱

巳

魯
δ
p

疏

q
ゆ

臨

ψ

9
無
o
目

口
帥

ζ
 

HGQG

◎
OI

　
目

箪
偽
、、

鼠
§

しuHp

¢

侮
or

閃

為
け

い
餌

げ
困

Oq

器
ρ

国’
（

臣

ド

魚
目゜
臨

Φ
）鳩

　

霞
跨
妹

ミ
、

鳴

榔

qo

毳
q

ミ嗚
“

ミ
鴨

ミ
肋

O

鼠
自

鳶

竄
鳴

、

黛

丶
丶

亀

遣
昏

36

．
幽込

　
同、
壕

鴫

or

剛
髄

は
憩

鞳
圃

P
型

狽

δ
聴
日

O
僻

な
お、

こ

の

時
期
の

フ

ラ

　

ン

ス

の

都
市
人
口

の

増
加
は、

都
市
内
部
の

自
然
増
に

よ

る

の

で

は

　

な
く、

農
村
か
ら
の

入
口

流
入
に

よ

る
。

U
ξ
o
β

お

08

門

σQ
 

9

　
戦鴨

磨
餌

o
牲

o圃
ω

皿

鋤

β
O
ゆ

矗
鴎

げ

臨
爵
Φ

ゆ

瓢

哨
吋

黝

霞
o
 

騨

麟

圜
剛

裙
。

臨
伽

冨
”．同

　

肉
恥

壁

袋

恥

犠．
瀞

跨
、

9
丶

鳴

簿
も

諱
o

§

ミ
霞
鳴

ミ
吻
oq

ミ
N

辞
H
ゆ
『

♪

℃．
HQQ

μ

（

23
）

　
Qり
一

ロ

αq
Φ

H・
凩
σ

同

 

γ

一

Φ

p
ロ

ロ
 噛
卜
鳴

偽

偽

尠
咋

糺
鳴

N

恥

ミ
鳴

昏

、
黛

畿
肋

　
軋
鳴

誌
甑
O

昏

丶

℃

装
b

勺
俘

二
ρ

H
 

 

お

歹
 
ω

伊

（

24
）

　
丶

ミ
織
ご

P
 

ω

ρ

（

25
）

　
O
げ
餌
同

ぼ

鈩

》

『
図
悶

ロ
山
憎

ρ

卜
◎

蛇

賠
6
尋
軸

器
芸
げ
01
ω

ρ

ピ
畷
oP

　
日

O

這埴
劉
目

O
 ゚

（

26
）

　
ぴ
伽

く

《−
鬥
 

げ
o
団
 

お
。．

い
po

同

o

冨
ψ

口

口
o
Φ

仙

oo

昌
o

目
お尸
お

 

口

　

扇
同

p
昌
o
Φ．
；．．、
⇔

二’

良
蒜℃
℃°
刈

ゆ

ρ

（

27
）

　
通

貨
の

県
開
移
動
は

、

財
・

サ

…

ビ

ス

の

他
に

費
金
（

短

期
・

　

長．
期
）

の

県
闘
移
動
の

バ

ラ

ン

ス

の

不
均．
衡
に

よ
っ

て

も

引
き
起

　

こ

さ

れ
る
は

ず
で

あ
る

が、

統
計
的
検
証
は

な
お
一

層

困
難
で

あ
ろ

　

う。

（

28
）

　
し
か
し

、

こ

の

発

言
は
正

確
で

は

な
い

。

す
で

に

二

八

九
九

　

年
十
一

月
一

日
以
来、

大
蔵
省
当
局
と
の

協
定
に

よ
っ

て
、

フ

ラ

ン

　

ス

銀
行
の

み

が

補
助
銀
貨
を
全

国
各
地
に

分
配
し
大
蔵
省
出
納
官
に

　

補
給
す
る

任
務
を
負
う
」

（

ゆ

畧
ρ

器
匹
Φ

閃

冨
鬢
ρ

肉

辭
、

恥

ミ

§
肺

　

恥

§
町
ミ
蹴

＄

簑
象
ミ
恕
貯
漁

勺
蝉

ユ
9

→

b
」
り

ObOb

℃．

話
bρ゜

）

と

　

定
め
ら
れ
て

い

る
。

従
っ

て
、

国
家
の

歳
入
・

歳
出
に

限
ら
れ
る
と

　

は
い

え、

同
行
は
補
助
鋳
賃
流
通
の

調

整
機
能
も
有
し
て
い

た
と
い

　

う
べ

き
で

あ
ろ
う

。

（

齢
）

　
  、
瓢
急

甑
o

押

窯
 

冨
o
騨

メ

♂

腕
醤
蝋

ミ、
繋

紬
零
向

ミ周

隷
恥

劬
織

 

ミ
認

偽

　
亀

遣

犠

6
蟄
、

丶
偽

養
q
発

匂
翌

無
偽

§
仂

o

丶

肉
醤

晦
、

貸

§

斜

吻
馬

も

黷
亀
蕊

3
、
、

騨

　
詫
蔦

魯

O
鳴

丶

ミ
職

蒿

8
動

遷帖
鷺
鳴

戔
匙
§

駄

範

毳

織

旨
葛
丶

變

袋
毳

犠
鳴

丶

鳳

魯
鴨

魁
馬−

　
蔑

禽
艶
o
蕊

q
丶
瀞
偽

罫

さ
 
o
遵

ミ．

》
、

軌

誌
も

漕
馬

誨

ミ
 

ミ

ミ
3

蕁
 

　

ご
蕊

ミ

ミ
o

隷

ミ
貸
憶

勘

Oo

§
§
帖

芻
帆

⇔

き

ダ

げ
 

讐
コ

ぴq8

尸
H
リ

ド

ρ

》

　

濾
ω゜

20（238）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

通 貨の 地理的循環

（

30
）

　．．
い
o
一

娼

o

畧
p

艮

蹼
o

δ
αq
巴一
〇

巨

匹
環

噂

ユ
〈

二
α

αQ
 

伽
 

冨

　
国
9
口
ρ

億
o

山
 

局

蚩
口

8
（

冖、
O
一

　

畠

ρ

　
ド
圃

　

口
O
ぐ

O
目
凵

げ
HO

　
ド

Q◎

O
刈
） ．
b

　
鞠

ミ
、

ミ
§

§
向
、

ミ
跨
、

心
寵
鳴

ミ

§

卜
軸

覧
⇔
、

ミ
蝋

§
Oo

§
特

癪
、

譜
 

　
弓．

畠
 
o。

 

評
娼
唱．
錦
G◎

学
α
G 。

伽
咀

図
薗

日
o

鈩
O
鎖

げ

鳳
 

ど

幾
龍
、

ミ

盡

軋
鮎

　

ミ

切
亀

篭
Q

ミ
職
恥

丶
ミ
§
魯

℃

穹一
P
〔

お
b⊃

ゆ
）

も
」

置゚

（

31
）

　
N
ミ
猟

ポ

ミ

ィ

エ

に
よ

る
と、

こ

れ
に

よ
っ

て

同
行
は
「

国
庫

　
の

最
も
重
要
な
業
務
の

ひ
と
つ

…
、

つ

ま

り
、

国
庫
資

金

の

移

転

　

（

髯

8
く
o

日
Φ

口

器

笛
o
°。

噺

op

伍
。゚

℃

昏
ロ
o
の

）

と
い

う
業
務
を
吸
収

　

す
る
に

到
っ

た
。

」

（

男
o

§
ヨ
冨
さ

い
o

巳
9
卜
亀

切
亀
蕊
Q

ミ

§

、

ミ
・

　

§
恥

ミ
、 ．

粤
ミ隔

静
α
ω

ob

℃

費

ジ

巳
O
溌

や
ω

O
。。

）

全
国
通
貨
委
員

　

会
メ

ン

バ

ー
の

質
問
に

歸
す
る

、

大
蔵
省
の

セ

ル

ジ

ャ

ン

資
金
移
転

　

局
長
（

窰．
◎oo

品
o
ロ

♂

O
げ

亀
山

塁

冨
o
信

く
Φ

ヨ
o
ロ

3
飢

霧

閃
o
ロ

罸
）

　
の

証
言
も
こ

れ
を

裏
付
け
て
い

る
。

　

「

Q
”

総
財
務
官
（

爵
o

器

霞
o

屋−
αq
Φ

昌

奠
巴
）

は
、

今
で

も
国
の

　

税
金
を
徴
収
し
て

い

る
の

で

す
か

。

　

　
A
”

政
府
の

歳
入
の

す
べ

て

が、

事
実
上

、

総
財
務
官
を
通
じ
て

　
フ

ラ

ン

ス

銀
行
に

行
く
と
い

う
こ

と
が

で
き
ま

す
。

」

（

≧
費
一

〇

ダ

　
o

賢

9
馬’

も゚
N

罐
）

（

23
）

　
閑

”

膨
ゆ

梦
o

 

鼠
外．
も
冨

9
戸

フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

隔
地

間
振．
潜
制

　

　
　
ヘ
　　
ヘ
　

　ヘ
　
　へ
　
　

ぬ
　
　

へ
　
　　
ぬ
　　
へ
　

　

も　
　　ヘ
　
　

ヘ
　　
ヘ
　

　

へ

　

度
は
割
引

と
密
接
に

結
び

付
い

て

お
り

、

こ

の

点、

ラ

イ
ヒ

ス

バ

ン

　

ク
の

振
替
制
度
と

異
な
る
こ

と

は
剛

全．
国
通
貨
委

員

会

メ

ン

バ

ー

　
の

質
問
に

対
す
る

、

コ

ン

ト

ワ

ー
ル

・

デ

ス

コ

ン

ト

の

ユ

ル

マ

ン

　
（

O一一
筥
鼬

β
β
）

部
長
の

次
の

証
言
か
ら
も
見
て

と
れ
よ

う
。

　

「

A
”

…

フ

ラ

ン

ス

銀
行
は、

こ

こ

〔

パ

リ
〕

で

現
金
を
収
受
し、

　
　

リ
ヨ

ン

で

現
金
で

支
払
う
と
い

う
業
務
を
行
っ

て

い

ま
せ

ん
。

し

　
　
か
し、

も
し
一

〇
〇
万
F
の

手
形
を

割
引
の

た
め
に

フ

ラ

ン

ス

銀

　
　
行
に

呈
示

す
る

な
ら
ば、

パ

リ
と
同
様
に

リ
ヨ

ン

に

お
い

て

も
喜

　
　
ん
で

支
払
っ

て

く
れ
ま

す
。

当
行
の

支
店
で

資
金
が
不
足
し

た
よ

　
　
う
な

際
に

は、

私
共
は
こ

の

よ

う
な

資
金
移
転
〔

振
替
〕

を
行
う

　
　
よ

う
フ

ラ

ン

ス

銀
行
に

依
頼
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ト

ラ

ン
ス

ツ

ア

コ
ピ

ジ

ネ
ス

　
　
Q
”

あ
な
た

は
ラ

イ
ヒ

ス

バ

ン

ク
の

振

替

業

務
を
よ

く
ご

存
知

　
　
で

す
か

。

　
　
A
一

フ

ラ

ン

ス

銀
行
は

手
形
割
引
の

収
益
が

移
転
さ
れ
る
と
い

う

　
　
限
り
で

〔

ラ

イ

ヒ

ス

バ

ン

ク
と
〕

同
じ

業
務
を
行
っ

て

い

ま
す

。

　
　
Q
冖

ラ
イ

ヒ

ス

バ

ン

ク

は
あ
ら
ゆ
る
人
の

た
め

に

振
替
業
務
を

し

　
　
て

く
れ
ま
す
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

　
　
A
”

フ

ラ

ン

ス

銀
行
は

手
形
を
割
引
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
の

た
め

に

　
　
そ
れ

を
行
う
の

で

す
。

」

（

》剛

時
ぎ

7

§．

匙
尹
℃．
卜。
 
。。°

な
お

、

　
　
傍
点
と

鉤
括
弧
内
は

筆
者
に

よ
る

。

）

（

33
）

　
そ

れ
を
可
能
に

し
た
の

が
一

八

八
〇
年
代
以

降
に

お
け
る

フ

ラ

　
ン

ス

銀
行
の

金
準
備
の

急
速
な

増
加・
で
あ
る

。

同
時
代
の

経
済
評
論

　
家
テ

リ
ー
に

よ
る

と
、

銀
行
券
発
行
額
に

対
し
て

同
行
の

金
準
備
が

　
二

四
％

程
度
で

あ
っ

た
一

八
八
〇
年
頃
ま
で

は
、

　
「

フ

ラ

ン

ス

の

通

　
貨
市
場
は

完
全
に

イ

ギ
リ
ス

市
場
に

従
属
し
て
お
り

、

我
国
の

為
替

　
の

要
石
で

あ
る
ロ

ン

ド

ン

宛
の

小
切

手
を
守
る
た

め
に

は
、

フ

ラ

ン

　
ス

銀
行
は
割
引
率
を
イ
ン

グ
テ

ン

ド

銀
行
の

割
引
率
の

水
準
に

維
持

　
す
る

以
外
に

手
段
を

持
た
な
か
っ

た
」

（

目
げ

曾
ざ，
悶
α

日

8Fb

．・

　
馬

ミ
o

黛

讐
§
o
§

蔚
黛

斜

℃
帥
H
凶

唖゚

 
溝
ど

や

鳥
ω

GG
）

と
い

う
。

な
お

、

21　（239）
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同
行
の

金

準
備
に

つ

い

て

は
権
上
康
男
氏
が
「

一

九

世
紀
末
・

二

〇

　

世
紀
初
頭
に

お
け
る
フ

ラ

ン

ス

の

通

貨
・

信
用

構
造
と
フ

ラ

ン

ス

銀

　

行
の

『

高
正

貨
準
備
』

」

（

『

エ

コ

ノ

ミ

ア
』

第
六
五

号
、

一

九
七
九

年
）

　
に

お
い

て

包
括
的
な

見
地
か

ら

検
討
さ

れ
て

い

る
。

（

34
）

　
こ

れ
に

関
し
て

は
フ

ラ

ン

ス

銀
行
総
裁
ジ
ョ

ル

ジ

ュ

・

パ

ラ

ン

　
（

∩｝°
｝》
P一一
肆一
嘗
）

が

全
国
通
貨
委
員
会
の

メ

ン

バ

…

に

対
し

て

明
快

　
に

断
定
し
て

い

る
。

　
「

Q
”

ほ
か
の

諸
銀
行
は、

そ

の

銀
行
の

マ

ル

セ

イ

ユ

支
居
か
ら
ル

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ト

フ

ン

ス

フ

ア

し

　
　

・

ア

ー
ヴ
ル

支
店
へ

一

〇
万
F
を

移

転

さ
せ
る
の

に
フ

ラ

ン

ス

　
　

銀
行
を

使
う

習
慣
が

あ
り
ま
す
か

。

こ

の

よ
う
な

巨
的
の

た

め
に

　
　
フ

ラ

ン

ス

銀
行
を
使
う
で

し

ょ

う
か

。

　
　
A
一

勿

論
で

す
。

す
べ

て

の

大
預
金

銀
行
は
こ

の

目
的
の

た

め
に

　
　
当
行
を

最
大
限
に

使
い

ま
す

。

　
　

Q
一

諸
銀
行
は

自
身
の

組
織
を
使
う
代
わ
り
に

フ

ラ

ン

ス

銀
行
を

　
　

使
う
の

で

す
か

。

　
　
A
”

大
部
分
の

銀
行
は
他
の

手
段
を
使
い

ま
せ

ん
。

　
　

Q
”

諸
銀
行
は
フ

ラ

ン

ス

国
内
の

遠
隔
地
に

あ
る

支
店
の

保
有
現

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
ト
フ

ン

ス

フ

ア

コ

　
　
金
を

増
加
さ
せ

よ

う
と

す
る

時、

フ

ラ
ン

ス

銀

行
の

振
替
制
度
を

　
　

使
う
の

で

す

ね
。

　
　
A
”

そ
の

通

り
で

す
。

」

（

〉

に
ユ
o

ダ

愚」
鼠

譜
℃

℃

忌
O
朝

歯
O
 
）

　
　
し
か
し、

大
預
金

銀
行
が
フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

隔
地

間
振
替
を
大
い

　
に

利
用
し
た

の

は
確
か
だ
と
し

て

も、

こ

の

パ

ラ

ン

の

証
言
は
い

さ

　
さ
か

誇
大
に

過
ぎ
よ

う
。

註
（

32
）

で

も
見
た
よ

う
に

フ

ラ

ン

ス

銀
行

　
の

隔
地

間
振
替
は

手
形
割
引
と

密
接
に

結
び
付
い

て

い

た

が
、

大
預

　
金

銀
行
の

割
引

率
が
フ

ラ

ン

ス

銀
行
の

割
引
率
（

前
者
が

後
者
を
上

　
回
る
こ

と

は
稀
で
あ
っ

た
）

を

大
き
く
下
回
っ

た

場
合
は
大
預
金
銀

　
行
は

自
行
の

組
織
を
通

じ
て

直
接、

現
金
を
輸
送
し

た

方
が
有
利
な

　

状
況
が

生
じ
た
と

推
量
で

き
る

か
ら
で

あ
る

。

（

35
）

　］
≦一
巳
畧

警
o

臨
自

　
Oo

日

導
Φ

容
ρ

留
　一．
膨
伍

磊
霞一
ρ

山

霧

　
勺
o
ω

8
°・

9
　
匹

窃

→
傷

鼠
σq

鐔
で
げ
o
潮

肉

騨
ミ
ミ
騎

無

ミ暁
無

尽
恕

爰

　
職

駿

遷
ミ
謹
鳴

§

§
味

“

題

貯
気
ミ

無

篭
題

ミ

暦

こ
丶

毳
論
o
毳
動匹
　
b
幅・

　

導
ミ
い

滝
ミ
鳴

ミ

慧
誌
ミ
、

§
 

態

辱

愚
識

ミ
軌

§

甎
賦

鴇

譱

覊、
恥

　
丶

叱
℃
叺

幽

く

O｝
　

ド

oQO

嫐

1
一

 
O

尸

　
　

　 
　
　

　

　
　

　
　

　

　．
b

（

36
）

　
同

人
口

が
最
も

少
な
い

諸
県
は、

ロ

ゼ

ー

ル

い
oN

鍵
 

県

2

　
五
人
）

、

ロ

ッ

ト

轡
o
梓

県
（

鸞

＝

人
） 、

ク

ル

ー

ズ

O
吋

Φ

匚
ω

 

県
、

　
ア

リ
エ

ー
ジ

ュ

　
》
H

笛
αqo

県
（

と

も
に

三

五

人
）

な
ど
で

あ
り

、

　
い

ず
れ
も
パ

リ

か

ら
遠

隔
の

山
岳

地
方
に

存
在
す
る

。

丶

ミ
駄゜
も
毳−

　
亀

ミ

（

37
）

　
フ

ラ
ン

ス

銀
行
の

当
座
預
金
は

、

 
パ

リ
に

過
度
に

集
中
し

て

　
い

る

う
え
に
、

 
フ

ラ

ン

ス

全
体
の

要
求
払

預
金
の

五
分
の
一

以
下

　
に

す
ぎ

ず、

し

か

も
、

 
地

方
に
お
い

て

は
農
村
部
の

比
重
が

相
対

　
的
に

大
で
あ
っ

た
と
い

う

性
格
を
有
す
る
の

で
、

そ
の

分

布
は

必
ず

　
し

も
フ
ニ

フ

ン

ス

全

体
の

要
求
払

預
金
の

地
理
的
分
寄
と
は
、

致
し

な

　
い

と

考
え
ら

れ
る
。

（

38
）

　

9
ぢ
冨
酔

曾
o

匹

蛋

Oo

ヨ
農

興
o
ρ

臨

ミ
ミ
ミ
越
隔

譜
叫

計
職
喝

ミ

　
譜

旭

毳
§
鳴℃

り
G。

舟

6
置
−

H

溝
μ

や
 
。。°
憂

（

39
）

　
bd
餌

口
ρ

昌
Φ

傷
 

　
閏

霞
口
o
ρ

　
“
o

§
辱舷
輿

　
、

§
軌

黛

　
黛

遷
詫

§
丶

島

　
、 ．
蕊
怨
蓉

ミ
澄

隠
忌
ミ
 
 
○。

ゆ

伊
ト

。。

ミ

簿
HQ

。

Φ
G。”

（240）　 22

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

通貨の地理的循環

（

40
）

大
預
金
銀
行
に

お
け
る

要
求
払
預
金
の

地
理

的
分
布
に

つ

い

て

　
は

、

わ

ず
か
に
ソ

シ

ェ

テ
・

ジ

ェ

ネ
ラ
ル

が
一

八
七
一

年
度
か
ら
八

　
一

年
度
ま
で
の

営
業
報
告
書
に

お
い
て

小

切

手
勘

定
（

8
ヨ
冥
霧

　
臨
。

。

げ

9
β

霧
）

の

本
店
・

全
支
店
別
の

残
高
を

公
表
し
て

い

る
。

　
こ

れ
に

よ
る

と、

一

九
七
二

年
度
か
ら
八
一

年
度
ま
で
の

九
年
聞
を

　

通
じ
て
、

パ

リ

本
店
は
同
勘
定
の

五
 
・

六
四
％

、

地

方
支
店
は

四

　

八
・

三

六
％
の

比
率
を

得
て

い

た
。

ω
o
。

 
鼠

O
曾
騨
巴

ρ

肉
亀

ヤ

　
辱

ミ
肺

昏

、 、

毳
題
ミ

ミ
澄
晦

§
 
ミ
3
同
。。

吋
Q。

占
Q。

。。

b。齢

フ

ラ

ン

ス

全
体
の

　

要
求
払
預
金
の

分
布
に

比
較
的
近
い

と

考
え
ら
れ
る
か
か
る

比
率
に

　

比
べ

て
、

フ

ラ

ン

ス

銀

行
当
座

預
金
は

著
し
く
パ

リ
本
店
に

集
中
し

　
て

い

る
。

こ

れ
は

、

パ

リ

証
券
取
引
所
の

公
認

仲
買
人

（
帥

αq
Φ

韓
。。

　
伍
Φ

魯
穹
αq
Φ

）

と
そ

の

顧
客
が

取
引
の

決
済
の

た
め
に

同
行
本
店
の

　

振
替
（

〈
戸

聴

 

5PO

口
冖

ψ

）

を

利
用
す
る
（

従
っ

て

当

座
預
金

残
高
が

巨

゜

額
に

の

ぼ

る
）

た
め
で

あ
る
QO

｛°
Oo

霞
o
Φ一一
ゆ−
ω
o
口
Φ

口

鵠℃
．．
U
偉

　
o

臣
ρ

oo

雲
侮

ロ

・゚

霞
二
8
α
o

一

卿

o

蹄
o

巳
鎮
一

〇

口
．．隔

丶

ミ
§
ミ

　
職

覇

向
“

§
o
ミ

激
、

塁 
国

o

肆
同

Q。

 

♪

噂

b
μ

G◎畳

（

41
）

　
》一
時
圃

07

尽．
亀

計

賢

陛
心．
．

（

42
）

　
G
・

ル

ロ

ー

自
身
は

、

農
業
繋
・

商
工

業
累

間
の

か
か
る
金

融

　

業
発
達
の

格
差
に

、

い

わ
ゆ
る
「

行
内
資
金

平
衡
化
」

機
能
の

主

要

　

な
根
拠
を
求
め
て
い

る
。

（

開
〇

三
一

Φ
p

〜
p・
吋

戸

o

冨
魯

喝

も．
卜08

象

　
b」

鴇’
）

い

う
ま
で

も
な
く、

本
稿
で

検
討
し
て

き

た
「

ル

ロ

ー

の

統

　

計
」

を
提
出
し
て
い

る

彼
の

オ
リ
ジ

ナ
ル

報
告
は

、

本
稿
と
は

異
な

　

る

視
角
か
ら、

独
自
の

貴
重
な

議
論
を
展

開
し
て

お
り

、

現
在
な
お

　

再
読
さ
れ
る

価
値
を
持
つ

こ

と
を

付
け
加
え
て

お

く
。

（

43
）

　
蕁
ミ゚

も．
紳

漣゚

（

44
）

　
一

八

八

〇
年
代
初
め
に

お
け
る
全
課
税
対
象
面
積
中
の
一

〇
〇

　

 

以
上
の

土

地
所
有
の

比

率
は

、

全
県
の

平
均
で

二

五
・

一

％
で

あ

　

る
。

（ ．
嚆

い
 

。゚

OO

審
。゚

｛

O
閏

9
酵
翕
匹

 

巳
鐸
ω

匹
¢

μ

OO

ず
Φ

9
母
窃
．

ド

　
bu
ミ
、

ミ
ミ

駄
恥

吻
、

ミ
詠

瓢
喝

蟄
鳴

ミ
儀
Q

卜

譜
騎

ミ
嵩

§
O
も

ミ
矯
亀
、

“

魯

　

づ

δ
レ
c。

G。

淑

も
や゜
ω

G。

c。

山
鬻噸
）

（

45
）

　
A
・

ド
・

フ

ォ

ー

ヴ
ィ

ル

は
、

前
註
の

統
計
に

依
拠
し
て
、

　
「

土

地
が
最
も
細
分
化
さ

れ
て

い

な
い

地

域
（

み
σq

ご
霧
一
窃

置
o

言
。。

　
鮎
く

冨
ぴ

＄
）

に

移
ろ

う
。

か
か
る

地
域
は、

ま

ず
第
一

に

フ

ラ

ン

ス

　

中
央
部、

次
い

で

ア

ル

プ
ス

山
脈
沿
い

と
ピ

レ

ネ
ー

山
脈
沿
い

に

存

　

在
す
る

。

」

と

述
べ

て

い

る
。

（

切
o
＜

藁
ρ

≧
黯
Φ

臣

傷

ρ
卜
恥

§

ミ
龕
 

　
、

鳴

§
恥

ミ
b

℃

贄
冨
b

同

Q。

Q。

伊
℃°
Q。
ω゜
）

（

46
）

　．．
幻
9。

℃
噂

o

巽

や

凍
聾

ド
噂

ε
巳
篝
δ
旨

匹
o
 

け

話

苺
一

一一
〇

霞
の

　
印
ひ噂

ユ
09

窃
ヒ
質

口
o
巳

鐸
Φ

伽
Φ

。。

o
ぴ
Φ
｛

の

偽、
 

図

且
o一
鼠
銘
op

（

一

◎。

ゆ
bσ
） ．．闇

　
郎
鶚

毳

“
鴨

無
ミ
噺

無
心
ミ
亀

西
、

計
ミ
魯

　
沁

騨
ミ
帖

ミ
い

慧
誌
丶
貸
黒

娩

　
軋

塁

ミ

ミ
馬

亀
心

ミ
砺

亀

晦
、

勘
o
、

禽
氏

魯

簔
試

ミ
塁

忌

ミ
鼬
鳴
鳳

§

　

謎

逾い
℃

貰
富ヒ
目

G。

 

8

笆
凶

口

×
圃

図゚

（

47
）

　
ア

ラ

ン

・

プ
レ

シ

は
、

彼
の

学
位

論
文
（

黶
Φ
 

翫
 、

〉
鑓
言”

　
い
窺

切
亀

毳
心

§

§

丶

ミ
§
恥

8
婁
、

鳴

向

ミ
§
職

肉

§

慧
、

魯

島
 

の

Φ

　
噂

o

薮

一

Φ

傷
oo8

冨
け

儀、
国

3
け

箕
謗

窪
＄
Φ

餅

一．
q
巳
く．

伽
o

　
”

贄
覆

山
b

お
。。

ρ
山

蓉
冖

覧
o
αq

簿
℃

7
蒜
ρ

 

〈

o

厂
H

鰹
O
や
）

の

公

開

　

審
査

（

一

九
八
〇
年
一

二

月
）

の

席
上

、

審
査
員
団
に

対
し
て

、

　

付
属
資
料
と
し
て

．．
ピ
 

ω

ω

β

8
ロ

崩
銑

窃
山
 

冨

bd

き
ρ

に
Φ

9

　
♂

ロ
ロ

日

曾
鉱

話

く

興
゜。

回

鸛
同

点
鬻
9ゆ
”叩

と

題
す
る
一

枚
の

フ

ラ

ン
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ス

地
図
を

提
出
し
た

。

同
地

図
に

は、

フ

ラ
ン

ス

銀
行
各
支
店
に

お

け
る
通

貨
の

流
出
入
が

臼の
8
の

符
号
（

の

み
）

を

も
っ

て

大
ま
か
に

示
さ
れ
て
い

る
。

後
に

同
氏
が

筆
春
と
の

懇
談
の

中
で

明
ら
か
に

し

た
と
こ

ろ
に

よ
る

と、

同

資
料
は
フ

ラ

ン

ス

銀
行

支
店
視
察
官
報
告

書
史
料
（

菊

磐
唱

o
残

3
住、一

霧
”
Φ

9
一

〇

⇔
）

を

基
に

作
製
さ

れ
た
も
の

で

あ
る

。

確
か
に

同
史
料
に
は

、

断
片
的
か
つ

叙
述
的
と

は
い

え、

通
貨
移
動
に

関
す

る
記
述
が

散
見
す
る

の

で
、

今
後、

利
用
方
法
次

第
で

は

通

貨
の

地

理
的
移
動
と
い

う
課
題
に

接
近
す
る

際
に

大
い

に

有
用
で

あ
ろ
う

。

し

か
し
な
が

ら
、

そ
の

精
度
と

統
一

性
に

お
い

て
、

ル

ロ

ー
の

統
計
に

は
遥
か
に

及
ば

な
い

と
い

う
べ

き
で

あ
る
。
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